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 １ 研究所の概要 
１－１ 沿 革 
 





 さいわい、1962 年第 40 回国会において、これに要する予算が認められるとともに国立学校設置法の一部改正を
見るに至り、同年 4 月 1 日から発足したものである。開設当初は、まず産業構造、比較産業の 2 研究部門を以て発
足し、1964 年には地域経済、資源経済の 2 研究部門が増設され、また、1966 年には計画経済、産業統計の 2 研究
部門が増設されて 6 研究部門となった。さらに 1977 年 4 月には環境経済研究部門、1979 年には比較経済体制研
究部門、1981 年 4 月には現代経済分析研究部門（客員）がそれぞれ増設された。また、1983 年 4 月には比較経済
分析研究部門（外国人客員）が増設され、1993 年 4 月に国際政治経済研究部門（外国人客員）に改組された。 
 1986 年 4 月には、客員部門を除き、既設の 8 研究部門を、数量産業分析、経済計画、資源環境、比較経済の 4
大研究部門、12 研究領域に改組、1991 年 4 月に研究領域が増設され、13 研究領域となった。その後 1994 年 4
月に資産経済研究部門が増設され、5 大研究部門 15 研究傾域となった。2000 年 4 月に金融工学研究センターが
設置され、2001 年 10 月には野村証券グループの寄附により「応用金融工学寄附研究部門」（2004 年 9 月までのと
ころ更新され、2007 年 9月まで）が開設された。また、2002 年４月には経済計画研究部門を複雑系経済研究部門に
改称した。 
2004 年 4 月には５大研究部門１センターを経済情報解析、経済制度、公共政策の３大研究部門と金融工学、複
雑系経済の２研究センターに改組すると共に、東京分室を開設した。2005 年 7 月には先端政策分析研究センター
が設置され、また、2007 年 4 月には日本漢字能力検定協会の寄附により「教育経済学研究部門」が、同年 10 月に
は野村グループの寄附により「伊藤清博士ガウス賞受賞記念（野村グループ）研究部門」が設置され、現在に至っ
ている。 
 建物は本部構内に鉄筋コンクリート 3 階建延ベ 2、241.8 ㎡が経済研究所建築後援会からの建築寄附により、1965
年 5 月書庫とあわせて新築された。 
 その後、1981 年 4 月、同本館建物は所内の全面改装と併せて 4 階部分が増築、また、平成 9 年度には営繕によ
り地下部分が改修され、4 階建て延べ 3、150 ㎡の面積を有することとなった。 
 
1
 １－２  年表、歴代所長、名誉教授 
 
年  表  
 昭和 37 年法律第 36 号の公布により、国立学校設置法の一部が改正され、経済研究所の京都
大学附置が決定される。 
1962 年  4 月 経済研究所が創設され、産業構造及び比較産業の 2 研究部門をもって発足する。 
1962 年  5 月 京都大学本部構内に事務部を開設する。 
1962 年 12 月 京都大学経済研究所建築後援会が設立される。 
1963 年  8 月 左京区吉田下阿達町仮建物に移転する（研究室の一部は西部構内に存続）。 
1964 年  4 月 文部省令第 10 号により、地域経済、資源経済の 2 研究部門が増設される。 
1964 年  7 月 前記建築後援会による新館建築が着工される。 
1965 年  5 月 新館竣工し、建築後援会より引渡しを受ける。 
 新館に移転する。 
1966 年  4 月 文部省令第 24 号により、計画経済、産業統計の 2 研究部門が増設される。  
1968 年  4 月 産業構造、資源経済、産業統計の 3 研究部門が実験部門となる。 
1972 年 10 月 創立 10 周年にあたり記念パーティーならびに所内において記念学術講演会を開催する。 
 創立 10 周年にあたり記念パーティーならびに大阪・朝日新聞ホールにおいて記念学術講演会
を開催する。 
1976 年  4 月 地域経済研究部門が実験部門になる。 
1977 年  4 月 文部省令第 15 号により環境経済研究部門が増設される。 
1978 年  4 月 計画経済研究部門が実験部門となる。 
1979 年  4 月 文部省令第 12 号により比較経済体制研究部門が増設される。 
1981 年  4 月 文部省令第 12 号により現代経済分析研究部門（客員）が増設される。 
 本館研究棟を 4 階建に増築した。 
1982 年 11 月 創立 20 周年にあたり大阪府立文化情報センターにおいて記念学術講演会を開催する。 
1982 年 12 月 創立 20 周年にあたり所内において記念学術講演会を開催する。 
1983 年  4 月 文部省令第 11 号により比較経済分析研究部門（外国人客員）が増設される。 
1986 年  4 月 文部省令第 19 号により、数量産業分析、経済計画、資源環境、比較経済の大研究部門とな
り、12 研究領域に改組される。 
1991 年  4 月 1 研究領域が増設され、13 研究領域となる。 
1992 年 10 月 創立 30 周年にあたり経済学部において記念講演会を開催する。 
 創立 30 周年にあたり豊中・干里ライフサイエンスセンターにおいて記念シンポジウムを開催す
る。 
1993 年  3 月 比較経済分析研究部門（外国人客員）の時限が到来した。 
1993 年  4 月 文部省令第 19 号により国際政治経済研究部門（外国人客員）が新設される。 
1994 年  6 月 文部省令第 24 号により資産経済研究部門が増設され、5 大研究部門 15 研究領域となる。 
2000 年  4 月 附属金融工学研究センターが新設される。 
2001 年 10 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が新設される。（2004 年 9 月 30
日まで） 
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 2002 年  4 月 国立学校設置法の一部を改正する法律により経済計画研究部門が複雑系経済研究部門に改
称される。 
2002 年 10 月 創立 40 周年にあたり京都市国際交流会館において記念シンポジウムならびに記念祝賀会を
開催する。 
2002 年 11 月 創立 40 周年にあたり東京・学術総合センター（一橋記念講堂）において記念シンポジウムなら
びに記念祝賀会を開催する。 
2004 年  2 月 ロチェスター大学マッケンジー名誉教授に京都大学名誉博士の称号が授与される。 
 ロチェスター大学マッケンジー名誉教授から寄贈された蔵書により、マッケンジーライブラリーを
開設する。 
2004 年  4 月 経済情報解析、経済制度、公共政策の３大研究部門と金融工学、複雑系経済の２研究センタ
ーに改組される。 
 東京丸の内に経済研究所東京分室が開設される。 
2004 年 10 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」の設置期間が 2007 年 9 月 30
日までに更新される。 
2005 年  7 月 附属先端政策分析研究センターが新設される。 
2006 年  8 月 寄附研究部門「応用金融工学（野村証券グループ）研究部門」が「応用金融工学（野村グルー
プ）寄附研究部門」に改称される。 
2007 年  4 月 寄附研究部門「教育経済学研究部門」が新設される。 




岸本 誠二郎 昭和 37 年 4 月 1 日 ～ 昭和 41 年 3 月 31 日 
青山 秀夫 昭和 41 年 4 月 1 日 ～ 昭和 46 年 11 月 30 日 
馬場 正雄 昭和 46 年 12 月 1 日 ～ 昭和 49 年 3 月 31 日 
森口 親司（事務取扱） 昭和 49 年 4 月 1 日 ～ 昭和 49 年 7 月 15 日 
尾上 久雄 昭和 49 年 7 月 16 日 ～ 昭和 53 年 7 月 15 日 
行澤 健三 昭和 53 年 7 月 16 日 ～ 昭和 55 年 2 月 8 日 
宮崎 義一（事務取扱） 昭和 55 年 2 月 8 日 ～ 昭和 55 年 3 月 31 日 
宮崎 義一 昭和 55 年 4 月 1 日 ～ 昭和 58 年 4 月 1 日 
尾上 久雄 昭和 58 年 4 月 2 日 ～ 昭和 61 年 3 月 31 日 
馬場 正雄 昭和 61 年 4 月 1 日 ～ 昭和 61 年 10 月 27 日 
小池 和男（事務取扱） 昭和 61 年 10 月 27 日 ～ 昭和 61 年 12 月 31 日 
小池 和男 昭和 62 年 1 月 1 日 ～ 昭和 63 年 3 月 31 日 
杉本 昭七 昭和 63 年 4 月 1 日 ～ 平成 2 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平 成 2 年 4 月 1 日 ～ 平成 6 年 3 月 31 日 
福地 崇生 平 成 6 年 4 月 1 日 ～ 平成 7 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平 成 7 年 4 月 1 日 ～ 平成 11 年 3 月 31 日 
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 藤田 昌久 平成 11 年 4 月 1 日 ～ 平成 13 年 3 月 31 日 
佐和 隆光 平成 13 年 4 月 1 日 ～ 平成 18 年 3 月 31 日 




岸本 誠二郎 昭和 41 年 4 月 2 日 
青山 秀夫 昭和 48 年 4 月 2 日 
尾上 久雄 昭和 61 年 4 月 1 日 
宮崎 義一 平成 2 年 1 月 23 日 
瀬尾 芙巳子 平 成 5 年 4 月 1 日 
杉本 昭七 平 成 8 年 4 月 1 日 
森口 親司 平 成 9 年 3 月 4 日 
福地 崇生 平 成 9 年 3 月 4 日 
青木 昌彦 平成 13 年 3 月 6 日 
佐和 隆光 平成 18 年 4 月 1 日 
上原 一慶 平成 19 年 4 月 1 日 
坂井 昭夫 平成 19 年 4 月 1 日 
藤田 昌久 平成 19 年 4 月 1 日 
塚谷 恒雄 平成 20 年 4 月 1 日 
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（１） 改組・増員により機動的で弾力的な研究組織を構築する。具体的には、現行の 1 センター5 部門を、2 セン
ター（金融工学研究センター、複雑系経済研究センター）、3 研究部門（経済情報解析、公共政策、経済制


















えば、過去 20 年間で Social Citation Index における、論文被引用件数は所員一人当り 139 と、日本の経済系研究
所の中で群を抜いてトップである。研究所所属の教員の多くが、国内外の学会で指導的な地位にあり、専門学術誌
の編集委員を務め、国際学会やコンファレンスを主宰している。また、経済研究所は、過去年に数回の頻度で国際











 ステム研究拠点を設置し、複雑系経済学の国際研究拠点形成のための活動を行っている。さらに平成 15 年度には、
世界的な研究教育拠点を形成するための事業計画である「先端経済分析のインターフェイス拠点の形成」が、21 世
紀 COE プログラムの社会科学分野において選定されている。また、COE 以外の科学研究費補助金など、外部資金









































６．第 1 期中期計画終了時点での経済研究所の研究組織 









































平成 16 年度 
（１）複雑系経済研究センターの新設（定員 1 名増） 
複雑系経済研究部門を改組し、複雑系経済研究センターを新設する。また、残り 4 部門と金融工学研究セン











平成 17 年度 
（１）先端経済分析研究推進機構の新設（定員 2 名増） 
（２）研究支援部門の新設 
・研究支援センター、ＩＴ管理室(仮称)の研究支援事務部門を新設する。 
・研究支援センターに常勤の専門担当者 1 名を配置する。 
・ＩＴ管理室：所内ＬＡＮの管理、データセンターの管理・運営のため、現在の計算機委員会を改組し、常勤の




平成 18 年度 
先端経済分析研究推進機構の増員（定員 2 名増）  
 
平成 19 年度 
















                   数理ファイナンス寄附研究部門 
教育経済学寄附研究部門 























 ２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 
教 授 １８ １７ １７ 
准 教 授 ８ ９ ８ 
講 師 ２ ０ ０ 
助 教 ３ ２ ３ 
計 ３１ ２８ ２８ 
事 務 職 員 ９ ９ １０ 
非常勤職員 ３４ ３６ ３６ 
計 ４３ ４５ ４６ 
(※) 
(※) 
          ※ 2006年度以前は、「准教授」は「助教授」、「助教」は「助手」 
 
教員の平均年齢、勤続年数、博士号取得者 
 教 授 准教授 講 師 助 教 
教員の平均年齢 ５２ 歳 ４１ 歳 － ３１ 歳 
平均勤続年数 １９ 年 ８ 年 － ２ 年 
博士号取得者 １３ 人 ５ 人 － ２ 人 
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所 長    西 村 和 雄 




教 授   塚 谷 恒 雄   実験経済学 
教 授   小 佐 野  広   ミクロ計量経済分析 
教 授   照 山 博 司   マクロ計量経済分析 
准教授   中 嶋 智 之   マクロ計量経済分析 
 
非常勤講師  酒 井 啓 子   中東地域における現代政治研究  
                             （東京外国語大学大学院地域文化研究科 教授） 
非常勤講師  宮 川     努   マクロ経済学（特に企業の設備投資行動）、国際マクロ経済学、 
                      日本経済論 （学習院大学経済学部 教授） 
非常勤講師   小 林 慶一郎   担保制約と経済変動について（経済産業研究所 研究員） 
 
技術補佐員  上 田 真 子 




教 授   若 杉 隆 平   組織の経済分析 
教 授   溝 端 佐登史   制度の経済分析 
教 授   原    千  秋   ゲーム理論 
准教授   淺  田   彰   制度の経済分析 
助 教   阿 部 光 敏   制度の経済分析 
 
非常勤講師   寺 岡    寛   比較経済社会学による経済制度分析（中央大学経営学部 教授） 
非常勤講師   阿 部 修 人   不完備金融市場の理論分析と実証分析の融合 
（一橋大学経済研究所 准教授） 
  





教 授   今 井 晴 雄   資源環境政策 
教 授   有 賀    健   財政金融政策 
教 授   梶 井 厚 志   国際公共政策 
准教授   関 口    格   国際公共政策 
 
非常勤講師   下 村 研 一   交換経済を用いた市場現象の理論予測と実験との比較研究  
（神戸大学経済経営研究所 教授） 
非常勤講師   石 橋 郁 雄   ゲーム理論を用いた産業組織論の分析  
（青山学院大学経済学部 准教授） 
非常勤講師    小 原 美 紀  若年者雇用問題（大阪大学大学院国際公共政策研究科 准教授） 
非常勤講師   堀   一 三  非対称情報下でのインセンティブ設計 
（一橋大学大学院経済学研究科 講師） 
 
事務補佐員   西 村 法 子 




客員教授    刈 屋 武 昭   金融工学とその応用  
 （明治大学大学院グローバル・ビジネス研究科 専任教授） 





客員教授   加 藤 康 之   リアルオプション価値評価法、事業リスクの評価法に関する研究 
（野村証券株式会社 金融経済研究所・金融工学研究センター長） 





客員教授   加 藤 康 之   数理ファイナンスに関する研究 
（野村証券株式会社 金融経済研究所・金融工学研究センター長） 
客員教授   岡  田   章    数理ファイナンスに関する研究 (一橋大学大学院経済学研究科 教授） 





助 教   木 村 拓 也   教育経済学 
特任教授   藤 田 昌 久   教育経済学に関する研究 （甲南大学 教授） 
客員教授   平 田 純 一   教育経済学に関する研究 （立命館大学経済学部 教授） 
客員教授   吉 野 直 行   教育経済学に関する研究 （慶應義塾大学経済学部 教授） 
 




特任教授  佐 和 隆 光   エネルギー・環境経済学 
 
特 定 職 員   楠 林 暁 子 
技 術 補 佐 員   坂 本 真奈美 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ   南   聡 一 郎 




教 授   矢 野  誠   コーポレート・ガバナンス 
教 授   柴 田 章 久   資産市場 
教 授   西 山 慶 彦   ファイナンス 
准教授   関 根    順   金融工学 
外国人研究員 （客員教授）   ジョルジュ・ブルネッロ    国際金融経済 （2006.12.1～2007.5.31） 
外国人研究員 （客員教授）   ｱﾗﾝ・ｳﾞｪﾝﾃﾞｨｯﾃｨ  国際金融経済 （2007.6.12～2007.12.31） 
外国人研究員 （客員教授）   ｽﾞﾋﾞｸﾞﾆｭｰ・ﾎﾞﾌﾆｬｼ 国際金融経済 （2008.1.7～2008.4.6） 
 
非常勤講師   永  井  圭  二    Sequential Unit Root Test （横浜国立大学経済学部 教授） 
非常勤講師   小  野  善  康   マクロ経済学動学に関する研究 （大阪大学社会経済研究所 教授） 
非常勤講師   高 橋 明 彦（～H19.9.30）   マリアバン解析を用いたデリバティブの価格評価、 
最適ポートフォリオの算出 （東京大学大学院経済学研究科 教授） 
 
技術補佐員   岡 村 美 香 




教 授   西 村 和 雄   複雑系経済学 
教 授   新後閑   禎   経済動学 
准教授   森    知  也    空間経済学 
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准教授   ジョン・スタハースキー   空間経済学 
 
非常勤講師   戸 瀬 信 之   環境値問題の代数解析 （慶應義塾大学経済学部 教授） 
非常勤講師   浦 坂 純 子   教育経済学 （同志社大学社会学部 准教授） 
非常勤講師   村 田 安 寧   独占的競争の一般均衡モデル：理論と応用 
 （日本大学大学院総合科学研究科 准教授） 
 
非常勤研究員 松 尾 美 紀   経済理論：マクロ動学モデルにおける均衡の不決定性の分析を行う 
 
事務補佐員  伊 月 美 穂 




教 授   一 方 井 誠 治   グローバル･ポリシー  
教 授   児 玉 俊 洋   コミューナル･ポリシー 
教 授   丸 谷 浩 明   コミューナル･ポリシー   
准教授   北 浦 修 敏   ファイナンシャル・ポリシー 
准教授   渡 部 良 一   グローバル･ポリシー（～2007年6月30日） 
准教授   金 子 浩 之   グローバル･ポリシー（2007年7月11日～） 
助 教   石 川 大 輔   グローバル･ポリシー 
 
産学官連携研究員  木 下   信 
産学官連携研究員  齋 藤 隆 志 
産学官連携研究員  古 川 雅 一 
産学官連携研究員  中 川  真 太 郎 
産学官連携研究員  佐 々 木 健 吾 
産学官連携研究員  参 鍋 篤 司 
事務補佐員      澤 田 知 子 
事務補佐員      森 下  都 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ     稲 葉 大 介 
 
研 究 部 門 
研究員（ＣＯＥ）   久 永  忠 
研究員（ＣＯＥ）   堀 江 真 由 美 
教務補佐員   田 宮 すみ恵 
教務補佐員   脇 阪 千 夏 
事務補佐員   清 水 節 子 
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  中 戸 隆一郎 
13
ｵﾌｨｽｱｼｽﾀﾝﾄ  金  秀 明 
 
事  務  部  
 
事 務 長   中 﨑 明 
総 務 掛   松 尾  隆  （ 掛 長 ）  松浦千 鶴 （ 主 任 ）  神徳智 恵 （ 主 任 ） 
後藤宏 之  （ 掛 員 ） 
会 計 掛   山本嘉 信  （ 掛 長 ）  藤江英 雄  （ 主 任 ） 垣 田 昌 子  （ 主 任 ） 
藤井園 子  （事務補佐員）  岡野由 喜  （事務補佐員） 山口ヨシ江 (臨時用務員)    















































































加 藤 康 之  （野村証券株式会社 金融経済研究所・金融工学研究センター長） （客員教授） 
「リアルオプション価値評価法、事業リスク評価法の研究」 






加 藤 康 之  （野村証券株式会社 金融経済研究所・金融工学研究センター長） （客員教授） 
「数理ファイナンスに関する研究」 
岡 田   章   （一橋大学大学院経済学研究科 教授）（客員教授） 
「数理ファイナンスに関する研究」 





木 村 拓 也  （助教） 「教育経済学に関する研究」 
藤 田 昌 久  （甲南大学 教授） （特任教授）「教育経済学に関する研究」 
平 田 純 一  （立命館大学経済学部 教授）（客員教授） 「教育経済学に関する研究」 




酒 井 啓 子 （東京外国語大学大学院地域文化研究科 教授）「中東地域における現代政治研究」 
宮 川  努 （学習院大学経済学部 教授） 
「マクロ経済学（特に企業の設備投資行動）、国際マクロ経済学、日本経済論」 
小 林 慶 一 郎 （経済産業研究所 研究員） 「担保制約と経済変動について」 
寺 岡  寛 （中央大学経営学部 教授） 「比較経済社会学による経済制度分析」 
阿 部 修 人 （一橋大学経済研究所 准教授） 「不完備金融市場の理論分析と実証分析の融合」 
石 橋 郁 雄 （青山学院大学経済学部 准教授） 「ゲーム理論を用いた産業組織論の分析」 
下 村 研 一 （神戸大学経済経営研究所 教授） 
 「交換経済を用いた市場現象の理論予測と実験との比較研究」 
小 原 美 紀  （大阪大学大学院国際公共政策研究科 准教授） 「若年者雇用問題」 
堀  一 三 （一橋大学大学院経済学研究科 講師） 「非対称情報下でのインセンティブ設計」 
永 井 圭 二  （横浜国立大学経済学部 教授） 「Sequential Unit Root Test」 
小 野 善 康  （大阪大学社会経済研究所 教授） 「マクロ経済学動学に関する研究」 
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高 橋 明 彦 （東京大学大学院経済学研究科 教授） 
「マリアバン解析を用いたデリバティブの価格評価、最適ポートフォリオの算出」 
戸 瀬 信 之 （慶應義塾大学経済学部 教授） 「環境値問題の代数解析」 
浦 坂 純 子 （同志社大学社会学部 准教授） 「教育経済学」 




































久 永  忠    「先端政策分析のインターフェイスに関する研究」 

















研  修  員 
 
横 河 和 穂 
「市場移行期ロシアにおける地方財政の構造変化」   
(2007年4月1日～2008年3月31日) 
 

































 年 度  
項 目 
2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007年度 
人 件 費  379,475   338,972  369,281 476,852 486,647 





 年 度  
研究種目 
2003年度 2004年度 2005 年度 2006 年度 2007年度
件数 １／１ ０／１ ０／０ ０／０ ０／０ 
特別推進研究 
金額 ４２ ０ ０ ０ ０ 
件数 １／１ １／１ ０／０ ０／０ ０／０ 
特定領域研究 
金額 １０ ６ ０ ０ ０ 
件数 １１／１１ ９／１１ ６／８ ８／１１ ９／１１ 
基盤研究 
金額 ４１ ４２ ２９ ２８ ３１ 
件数 ０／０ ０／０ １／３ １／２ １／１ 
萌芽的研究 
金額 ０ ０ １ １ １ 
件数 １／１ ３／５ ５／６ ５／７ ６／１０ 
若手研究 
金額 １ １０ ７ ７ ４ 
件数 １４／１４ １３／１８ １２／１７ １４／２０ １６／２２ 
計 
金額 ９４ ５８ ３７ ３６ ３６ 
教員一人当たり採択件数 ０．６６ ０．５６ ０．５０ ０．５６ ０．５７ 




 年 度  
名 称 
2003 年度 2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007年度 
先端経済分析のインターフ
ェイス拠点の形成 





 年 度  
項 目 
200４年度 2005年度 2006年度 2007年度 
件数 0 1 2 2 
民間等との共同研究 
金額 0 10 21 20 
件数 3 5 5 5 
寄  附  金 
金額 42 42 72 52 
件数 1 5 4 ４ 
受 託 研 究 費 
金額 9 46 40 68 
件数 4 11 11 11 
計 




２－４ 図 書 
   
図書蔵書数 
                                         (2007年3月31日現在) 
区  分 図  書  冊  数 雑 誌 種 類 数 
和  書 41,064 冊 1,932 種 
洋  書 36,755 冊 497 種 
合  計 77,819 冊 2,429 種 
 
マッケンジー文庫 
     













２－５ 敷地と建物 （2008年3月31日現在） 
     
敷 地    京都市左京区吉田本町（京都大学本部構内）       2,208㎡ 
    建 物    鉄筋コンクリート４階建                   建面積   695㎡ 










































































































2001 年 10 月～2007 年 9 月の期間、野村證券株式会社の寄附により京都大学経済研究所に応用金融工学（野村















































































































































1) 経済学における先端的理論と先端的実証研究の融合を図り斬新な政策提言に用立てる。  
2) 1990年代以降に急進展した、複雑系経済システム分析、進化経済学、金融工学、そしてゲーム理論の体系的
分析枠組みを構築する。  
3) 応用経済分析の先端分野である医療、環境、通信に、上記の先端的分析手法を適用する。  
4) 自然･人文･社会諸科学と先端経済分析の相互親和性を深める。  
























































○ 京都大学経済研究所主催 教育経済学（漢検）寄附研究部門設立記念シンポジウム 
「現代日本の格差と教育」 
日時：2007 年 4 月 9 日（月） 午後 2 時～午後 6 時 








  山田昌弘 （東京学芸大学教育学部教授） 
       「家族格差が子どもの将来に与える影響」 
  西村和雄 （京都大学経済研究所所長） 











日時：2007 年 6 月 16 日（土） 午前 10 時 30 分～午後 6 時 20 分 
2007 年 6 月 17 日（日） 午前 10 時 30 分～午後 6 時 10 分 




6 月 16 日(土) 複雑系科学 
ジェームズ・ヨーク (メリーランド大学) 




「Large Deviation Principle for Dynamical Systems」 
今田俊明／パトリシア・カール（ワシントン大学） 
「Cutting-edge Neuroimaging Technology:Language Functions from Infants to Adults」 
飛永芳一 （エレガフィ株式会社） 
「Non-invasive Brain Measurement of Individual Thinking」 
矢野 誠 （京都大学経済研究所教授） 
「Intergenerational Transfer and Altruism」 
八尾 誠 (京都大学大学院理学研究科) 
「Bridges between Microscopic and Macroscopic Physics」 
デービッド・パインズ (カリフォルニア大学、ロスアラモス研究所) 
「The Emergent Universe:From Quantum Matter to Social Behavior」 
 
6 月 17 日(日) 科学教育 
  西村和雄 （京都大学経済研究所所長） 
      「Power of Self-Learning Method and Complex Economic Systems」 
  アリ・アルパ （サバンチ大学） 
      「Emerging Needs and Patterns in Education: the University Courses Curriculum at Saｂanci University」 
  藤本トモエ （トモエ算盤株式会社）  岡田秀樹 （松下電池工業株式会社） 
      「Exhibiton:Soroｂan and Mental Arithmetic Calculation」 
  ジョイス津野田 （ハワイ大学・白鷗大学） 
      「The Scholarｓhip of Teaching and Learning in American Higher Education」 
  サバー・エライディ （トリニティ大学） 
      「Mathematics and Life Scienceｓ in Undergraduate Education:Pedagogy and Research」 
  森田康夫 （東北大学） 
      「Mathematical Education and Entrance Examinations in Japan」 
  デービッド・セル (奈良先端科学技術大学院大学) 
      「Japan and the US: Pursuing Our Highest Values」 
 
 
○ 京都大学経済研究所主催 先端政策公開シンポジウム 
「技術革新の担い手となる中小企業とは～京滋地域クラスターの可能性～」 
日時：2007 年 11 月 19 日（月） 午後 1 時～午後 6 時 



















池内要一 （トキワ精機株式会社 代表取締役社長） 
川野美好 （株式会社 ダイテックス代表取締役） 
阪根信一 （株式会社 Ｉ．Ｓ．Ｔ取締役ＣＯＥ） 




コーディネーター： 市原達朗 （京都ナノテククラスター事業総括・京都試作センター(株)代表取締役社長 
尾沢潤一 （経済産業省近畿経済産業局地域経済部長） 







   「知的財産と東アジア･ルネッサンス」 
   日時：2008 年１月 28 日(月) 午後 1 時 30 分～午後 5 時 35 分  




藤田昌久 （RIETI 所長・CRO/甲南大学教授/京都大学経済研究所特任教授） 
「グローバリゼーションと東アジア・ルネッサンス」 
  Keith E. MASKUS （米国コロラド大学ボールダー校社会科学部副学部長・経済学部教授） 
       「知的財産の保護：国際協調への現状と展望」 
  陳 小洪 （中国国務院発展研究中心（DRC）企業研究所所長） 
       「中国企業のイノベーションと知的財産環境・現状と変化」 
  若杉隆平 （京都大学経済研究所教授／RIETI 研究主幹・ファカルティフェロー） 






  Keith E. MASKUS （米国コロラド大学ボールダー校社会科学部副学部長・経済学部教授） 
  陳 小洪 （中国国務院発展研究中心（DRC）企業研究所所長） 
  若杉隆平 （京都大学経済研究所教授／RIETI 研究主幹・ファカルティフェロー） 
  田中信義 （キャノン株式会社専務取締役知的財産法務本部長） 
  鈴木英夫 （経済産業省大臣官房審議官(産業資金担当)） 
 
 
○ 京都大学経済研究所主催 先端政策公開シンポジウム 
「関西企業・組織の災害時事業継続のための地域連携」 





  丸谷浩明 （京都大学経済研究所教授） 
       「災害時事業継続のための地域連携の重要性」 
 
【特別講演】 
  多々納裕一 （京都大学防災研究所教授） 




コーディネーター： 紅谷昇平 （人と防災未来センター研究員） 
  中野 晋 （徳島大学環境防災研究センター准教授） 
  林 隆之 （関西広域機構 環境･防災部長） 
  前田良二 （富士火災海上保険(株)総務部総務企画グループ・NPO 法人事業継続推進機構幹事） 





  今井紳二 （京都府危機管理監付危機管理室長） 
  嶋田和弘 （大阪府危機管理室危機管理課課長補佐） 
  勝間基彦 （徳島県危機管理局企画課係長） 
  吉村元吾 （国土交通省近畿地方整備局防災課長） 







研  究  課  題 
※ 西村 和雄 
Alain Venditti (GREQUM) 
動学的均衡の局所的不決定性についての分析 
※ 今井 晴雄 
新澤 秀則 （兵庫県立大学） 
秋田 次郎 （東北大学） 
国際協調メカニズムのインセンティブ側面の分析 
※ 新後閑 禎 
大黒 弘慈 （京都大学） 
経済動学の研究 
※ 小佐野 広 
伊藤 秀史 （一橋大学商学部） 
水野 敬三 （関西学院大学商学部） 
内田 浩史 （和歌山大学経済学部） 
石黒 真吾 （大阪大学経済学部） 
菊谷 達也 （京都大学経済学部） 
現代契約理論の展開 
※ 塚谷 恒雄 
溝端 佐登史 
高木 隆司 （神戸芸術工芸大学） 
三橋 勇 （宮城大学） 
山下 俊一 （長崎大学） 
Almaz Mustafin （J. ワシントン大学） 
Nader Ghotbi （立命館アジア太平洋大学） 
中央アジアの水資源と環境が経済発展に占める位置 
※ 照山 博司 
太田 聰一 （慶應義塾大学経済学部） 
玄田 有史 （東京大学社会科学研究所） 
1990 年代以降の日本の就業・失業構造の変化に関する実証分析
※ 溝端 佐登史 
上原 一慶 
Philip Hanson （バーミンガム大学） 
Vadim Radaev （ロシア高等経済大学院） 
Leonid Kosals （ロシア高等経済大学院） 
林裕明 （島根県立大学） 
徳永 昌弘 （関西大学） 
市場経済経済移行における企業行動と企業戦略の国際比較 
※ 柴田 章久 








研  究  課  題 
※ 有賀  健 
渡辺 誠 （エセクッス大学研究員） 
サーチモデルの実証分析 
※ 梶井 厚志 
宇井 貴志 （横浜国立大学） 
小島 寛之 （帝京大学） 
非期待効用理論を用いた新しいゲーム理論 
※ 原 千秋 
Christoph Kuzmics （ノースウエスタン大学）
不完備な金融市場における資産価格の理論 
※ 西山 慶彦 
人見 光太郎 （京都工芸繊維大学） 
永井 圭二 （横浜国立大学） 
単位根検定の逐次解析 
※ 淺田 彰 
岩井 克人 （東京大学）  
法人資本主義の研究 
※ 森 知也 
錦見 浩司 (アジア経済研究所) 
Tony E. Smith (ペンシルバニア大学) 
経済集積の空間パターンに関する実証分析手法の開発 
※ 関口 格 
小林 創 （大阪府立大学） 
太田 勝憲 （和歌山大学） 
繰り返しチーム生産におけるインセンティブ問題 
※ 中嶋 智之 
Tom Krebs （ブラウン大学） 
Herakles Polemarchakis （ブラウン大学） 
資産市場の分析 
※ 関根 順 
畑 宏明 （大阪大学） 
長期間最適ポートフォリオの計算 

















氏 名 研  究  課  題 
西村 和雄 国際貿易市場の不決定性 
今井 晴雄 交渉解理論の多面的分析 
新後閑 禎 非線型経済動学の研究 
小佐野 広 リアル・オプションモデルとコーポレート・ファイナンス 
塚谷 恒雄 中央アジアの環境問題と国際水利権 
照山 博司 労働移動の実証分析 
溝端 佐登史 市場移行経済における人的資本形成 
柴田 章久 信用制約とマクロ経済 
有賀 健 職業紹介と教育機関 
梶井 厚志 不安と期待による市場経済の不安定性に関する新しい理論的アプローチ 
西山 慶彦 Empirical Likelihood 法を用いた計量経済分析の理論と応用 
原 千秋 負の財の一般均衡理論 
淺田 彰 法人資本主義の諸問題 
森 知也 オブジェクト指向・並列プログラミングの経済分析への応用 
関口 格 組織における継続的なインセンティブ付与に関する理論的研究 
中嶋 智之 日本経済のマクロ分析 
関根 順 動的リスク測度の効率的計算手法 
John Stachurski Numerical dynamic programming 






研究種目 課題番号 研究代表者名 金額 研究課題名 
萌芽研究 17653021 西山 慶彦 700 実験ゲームの計量経済分析のための手法とその応用
若手研究(B) 17730129 関口 格 700
組織における継続的なインセンティブ付与に関する理
論的研究 
〃 18730190 石川 大輔 500
日本の「失われた 10 年」における金融仲介とマクロ経
済ー総括的研究 
〃 19730140 中嶋 智之 800 金融市場の不完全性とマクロ経済分析 
〃 19730141 スタハースキー ジョン 1,300 動学的マクロモデルの数値解析 
〃 19730197 木下 信 700 規制緩和の実証分析 
若手研究（スタ
ートアップ） 
19830028 木村 拓也 1,190
「テストの専門家」の職業キャリアと大学（院）教育との
レリバンスに関する日米比較 
基盤研究(Ｓ) 19103002 矢野 誠 12,000
グローバリゼーションと日本経済-ヒト、モノ、カネ、社
会共通資本- 
基盤研究(A) 18203014 西山 慶彦 5,000
モーメント条件に基づくセミパラメトリック計量経済分析
の理論と応用 
基盤研究（B） 18330047 照山 博司 2,500
1990 年代以降の日本の就業・失業構造の変化に関
する実証分析 
〃 19330049 森 知也 4,700
経済集積の検出およびその空間パターン認識に関す
る実証分析枠組の構築 
〃 17330054 若杉 隆平 3,100
グローバルＲ＆Ｄと技術トランスファーに関する理論
的・実証的研究 
基盤研究(C） 16530116 今井 晴雄 800 協力ゲーム基礎論の再構築とその応用 
〃 17530142 小佐野 広 800 株価連動型報酬の役割と企業の内部コントロール 
〃 18530131 西村 和雄 900 非線形経済システムの研究：認知から自己組織化 
〃 18530132 溝端 佐登史 700 ロシア企業における人的資本形成と国際比較 
特別研究員 
奨励費 
18・2527 井上 朋紀 1,100 全ての財が非分割である経済の均衡分析 
〃 18・2528 金谷 太郎 1,000 金融高頻度データを用いるための統計的手法の開発
〃 18・52673 伏田 寛範 500
ロシア軍需産業における企業・産業組織の再編過程
にかんする実証研究 
〃 19・3513 石井 良輔 900 進化ゲーム理論の証券市場分析への応用 
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研究種目 課題番号 研究代表者名 金額 研究課題名 
〃 19・6131 木村 匡子 1,000
出生行動と経済成長の関連性についての理論および
実証研究 











合計 43,140   
 
 
    【参考資料】 2004 年度～2007 年度の科学研究費補助金交付状況 
 年 度
項 目 
2004 年度 2005 年度 2006 年度 2007 年度 
交付件数 （件） 11 13 15 18 





寄 附 金   （単位：千円）
寄附者 担当教員名 寄附金額 寄附目的 
財団法人 稲盛財団 原 千秋 1,000
効果的リスク配分の研究：ファイナンス理論の発展途上国
への応用 
野村ホールディングス株式会社 西村 和雄 20,000 数理ファイナンスの研究の推進と高度金融人材の育成 
財団法人 村田学術振興財団 森 知也 450 
経済集積の検出に関する情報理論的アプローチの提案へ
の研究助成 
財団法人 学術振興野村基金 関口 格 350 ネットワーク外部性のある耐久財市場の戦略的分析研究 






委託者 受託金額 研究課題名 








財務省 10,727 マクロ経済モデルを用いた経済・財政分析の高度化 
内閣府 8,557 世帯構造の変化が私的介護に及ぼす影響等に関する研究 
合計 87,521 
 
【参考資料】 2004 年度～2007 年度の寄附金、受託研究費等受入状況      （単位：百万円） 
 年 度  
項 目 
200４年度 2005 年度 2006 年度 2007 年度 
件数 0 1 2 2 
民間等との共同研究 
金額 0 10 21 20 
件数 3 5 5 5 
寄  附  金 
金額 42 42 72 52 
件数 1 5 ４ 4 
受 託 研 究 費 
金額 9 46 40 68 
件数 4 11 11 11 
計 









Simple Economies with Multiple Equilibria 





























The Effects of Stronger Intellectural 
Property Rights on Technology Transfer: 






The Evolution of Income Concentration in 





FDI in Services and Product Market 









Shulus A. A 
ロシア労働・社会関係アカデ
ミー 
The Situation of Labor Reiations and Labor 

















Concave-Monotone Treatment Response and 
Monotone Treatment Selection: With 
Returns to Schooling Application 
計量経済学セミナー




年月日 報告者・所属 タイトル   
舘健太郎 
駒沢大学 




University of Alberta 
















Redistribution and Regional Development 






Contributing or Free-Riding? A Theory of 






The Role of Underwriters in the Japanese 






Theory of Choice by Elimination (Joint 





From Duty to Right: The Role of Public 
Education in the Transition to Aging 




Tiebout's Tale in Spatial Economies: 














Adaptive model selection for regression, 






Sustainability versus Optimality in 
Economic Development: Theoretical 
Insights and Policy Prospects 
マクロ経済学・経済
システム研究会 
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A Two-Country Model of Oligopolistic 






Testing for Coefficient Stability of 
AR(1) Model When the Null is an Integrated 





Chicken in Prison: Weakly Belief-Free 

















Kyoto University and 
GREQAM 
Macroeconomic volatility and welfare loss 






Life style and Inequalities under the 
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The Law and Politics of the Baltic State 
Continuity Claim since the Restoration of 









Time Spent Providing Nursing Care in the 
Family and Working Time in the Market: 





The Impact of Outsourcing on the Japanese 
and South Korean Labor 
Markets:International Outsourcing of 













Asymptotically unbiased estimation of 
autocovariances and autocorrelations 








A Consistent Representative Consumer 
Framework for Discrete Choice Models with 













































Lexicographic Expected Utility with a 














Forecasting Growth and Levels in 











Agglomeration and the effect of income tax 

















Debt-Ridden Equilibria－A Simple Theory 





Russian Academy of 
Science 
Forecasting Growth and Levels in 




Centre d'Economie de 
la Sorbonne CNRS 









Cluster-Based Industrial Development in 
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(The State University 




















Collusion in Repeated Procurement 





On Optimal Sequential Screening in 
















The Effects of Income Inequality and 













The Optimal Inflation Target in an Economy 
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An analysis of finitely repeated games 




Alain Venditti  
（Kyoto University and 
GREQAM） 
Does dynamic efficiency rule out 





Carlos III ） 
























Macroeconomic volatility as a consequence 




















Generalized information criteria in model 





Empirical Likelihood Approach for 
Non-Gaussian Locally Stationary 
Processes 
計量経済学セミナー
    




    




Does Competitive Market Stimulate 
Innovative Activities? -Empirical 




















Approximations for Distributions of the 












Technology Shocks and Asset Price 












Asymmetric Common Value Auctions with 












The Ambiguity Premium vs. the Risk Premium 





（Tel Aviv University） 







Coalitional Bargaining Games with Random 









Cost differentials, strategic location 





    




Tough Love and Intergenerational Altruism COE 研究会 
福田慎一 
東京大学 
Macroeconomic Impacts of Foreign Exchange 
Reserve Accumulation: A Theory and Some 
International Evidence 2007.3.13 
小原一郎 
ミネソタ大学 








Evolution, Rationality and Adaptation in 











Informationally Efficient Mechanisms for 







学 Albany 校） 
Testable Conditions for Unique, Stable 






A review of semiparametric estimators for 
limited dependent variable (LDV) models 














ア ジ ア 14 20 18 
北   米 11 7 10 
中 南 米 0 1 0 
ヨーロッパ 31 25 25 
オセアニア 2 0 4 
中   東 1 0 0 
アフリカ 0 1 0 




      
氏  名 渡 航 期 間 目 的 国 渡 航 目 的 
溝端 佐登史 4 月 1日 ～ 4 月 7日 ロシア連邦 
第８回国際コンファレンス「経済の近代化と社会発
展」に参加・報告・打合せのため 









西村  和雄 5月 17日 ～ 5 月 24 日 アメリカ合衆国 
先端経済分析のインターフェイス拠点形成に係る研
究打合せ及び資料収集のため 
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氏  名 渡 航 期 間 目 的 国 渡 航 目 的 
今井 晴雄 6月 19日 ～ 6 月 25 日 ギリシャ共和国 
ＳＡＥＴコンファレンスにて「協力ゲーム基礎論の
再構築とその応用」に関する研究を行う。 
関口 格 6月 27日 ～ 7 月 2日 チェコ共和国 
ＳＥＤの年次総会に出席して、制度のゲーム分析に
関連した研究報告及び出席者とのディスカッション
原 千秋 6月 16日 ～ 6 月 25 日 ギリシャ共和国 
8th SAET CONFERENCE ON CURRENT TRENDS IN 
ECONOMICS に出席・研究報告するため 




















7月 17日 ～ 8 月 18 日 オーストラリア 
動学的マクロモデルの数値解析に関する共同研究を
行う 
西村  和雄 7月 21日 ～ 7 月 28 日 
フランス共和国 
ポルトガル共和国 
Cuong Le Van 教授と先端経済分析のインターフェイ
ス拠点の形成の研究打合せ及び
ICDEA(International Conference on Difference 
Equations and Applications)に出席 






関口 格 8月 26日 ～ 9 月 2日 ハンガリー共和国 
European Meeting of the Econometric Society に
て、リスク下の戦略的行動分析のための資料収集及
び出席者とのディスカッションを行う 








      
氏  名 渡 航 期 間 目 的 国 渡 航 目 的 
原 千秋 8 月 15 日 ～ 8 月 21 日 
シンガポール共
和国 
First Singapore Economic Theory 
Workshop(SET2007)に出席及び The 4th Asian 
General Equilibrium Theory Workshop(GETA2007)
に出席・研究報告 
原 千秋 9 月 25 日 ～ 10 月 6 日 アメリカ合衆国 
Visiting scholar program にて、リスクメジャーに
関する共同研究 
一方井誠治 8 月 27 日 ～ 8 月 29 日 中華人民共和国 
チャイナカウンシル環境と健康タスクフォース実務
者会議出席及び意見交換 















梶井 厚志 9 月 27 日 ～ 9 月 30 日 大韓民国 研究発表及び討論を行う 
スタハース
キー・ジョン 





一方井誠治 10 月 28 日 ～ 10月30日 中華人民共和国 
チャイナカウンシル環境と健康タスクフォース会議
への出席 
西山 慶彦 10 月 17 日 ～ 10月20日 大韓民国 
「モーメント条件に基づくセミパラメトリック計量
経済分析の理論と応用」に関する研究打合せを行う




原 千秋 12 月 12 日 ～ 12月21日 フランス共和国 
効率的リスク配分に関する研究打ち合わせをし、情
報収集するため。Risk:individual and collective 
decision making workshop に参加・報告のため。 
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氏  名 渡 航 期 間 目 的 国 渡 航 目 的 















矢野 誠 12 月 22 日 ～ 1 月 7日 アメリカ合衆国 研究資料収集 
梶井 厚志 11 月 21 日 ～ 11月25日 中華人民共和国 情報の経済学に関する報告および討論 
関口 格 11 月 21 日 ～ 11月24日 中華人民共和国 
組織における継続的なインセンティブ付与に関する
理論的研究に関する研究報告と討論 





小佐野 広 12 月 7 日 ～ 12 月 9 日 台湾 CTW Japan-Taiwan Conference に出席 
小佐野 広 1 月 3日 ～ 1 月 8日 アメリカ合衆国 
先端経済分析のインターフェイス拠点の形成に係る
「アメリカ・ファイナンス学会」出席 




















氏  名 渡 航 期 間 目 的 国 渡 航 目 的 
今井 晴雄 1 月 2日 ～ 1 月 13 日 アメリカ合衆国 
The 2008 North American Winter Meeting of 
Econometric Society にて資料収集、研究打合せ。
南カリフォルニア大学で資料収集、研究打合せ 
関口 格 1 月 3日 ～ 1 月 8日 アメリカ合衆国 
AEA Meetings に出席して、動学ゲーム一般に関する
資料収集とディスカッションを行う。 









せ。Oberwolfach workshop に参加。 
原 千秋 1月 20日 ～ 1 月 25 日 大韓民国 
"Ajou-KAIST=POSTECH International Conference in 
Finance and Mathematics"に参加し、情報収集する
ため 











2 月 6日 ～ 3 月 30 日 オーストラリア 
グローバリゼーションと日本経済について研究打合
せを行い、情報及び資料を収集する。 
関口 格 1月 30日 ～ 2 月 6日 アメリカ合衆国 
先端経済分析のインターフェイス拠点形成に関する
研究打ち合わせ及び資料収集のため 




今井 晴雄 3月 18日 ～ 3 月 29 日 アメリカ合衆国 
地球温暖化対策としてのプロジェクトベースメカニ
ズムの経済分析に関する研究打合せおよび資料収集











氏  名 渡 航 期 間 目 的 国 渡 航 目 的 





若杉 隆平 3月 26日 ～ 3 月 30 日 連合王国 
"Regional integration, financial stability and 
competitiveness:perspectives from Europe and 
East Asia"に係る打合せおよびワークショップ出
席･報告 




西村 和雄 3月 13日 ～ 3 月 25 日 アメリカ合衆国 
先端経済分析のインターフェイス拠点形成に係る情
報収集及び資料収集のため 
有賀 健 3月 20日 ～ 3 月 26 日 アメリカ合衆国 
国際ワークショップ「日本のバブル、デフレ、長期
停滞」への参加・発表及び情報収集 
関口 格 3月 16日 ～ 3 月 22 日 連合王国 
Birkbeck College で制度のゲーム分析に関する資料
収集とディスカッション。Warwick University で








No.674  丸谷 浩明、「中小企業への段階的ＢＣＰ導入方策の研究」、『地域安全学会梗概集』、No.20、
pp.41-46、2007 年 5 月、地域安全学会 
 
No.675  木村 拓也、「大学入学者選抜と「総合的かつ多面的な評価」―46 答申で示された科学的根拠の
再検討―」、『教育社会学研究』、第 80 集、pp.165-186、2007 年 
 
No.676 Kazuo Nishimura, Harutaka Takahashi and Alain Venditti, “Endogenous Fluctuations in Two-Sector 
Models: Role of Preferences”, Journal of Optimization Theory and Applications, 
        Vol.128, No.2, pp.309-331, 2006 
 
No.677 Kazuo Nishimura and Lakshmi K. raut, “School Choice and the Intergenerational Poverty Trap”, Review 
of Development Economics, Vol.11(2), pp.412-420, 2007 
 
No.678 Kazuo Nishimura and Alain Venditti, “Indeterminacy in discrete-time infinite-horizon models with 
non-linear utility and endogenous labor”, Journal of Mathematical Economics, Vol.43(3-4), 
pp.446-476, 2007 
 
No.679 Junko Doi, Kazuo Nishimura and Koji Shimomura, “A two-country dynamic model of international 
trade and endogenous growth: Multiple balanced growth paths and stability”, Journal of Mathematical 
Economics, Vol.43(3-4), pp.390-419, 2007 
 
No.680  Kazuo Nishimura, Ryszard Rudnicki and John Stachurski “Stochastic Optimal Growth with 
Nonconvexities”, Journal of Mathematical Economics, Vol.42(1), pp.74-96, 2006 
 
No.681 Kazuo Nishimura and John Stachurski “Stochastic optimal policies when the discount rate vanishes”, 
Journal of Economics Dynamic Control, Vol.31(4), pp.1416-1430, 2007 
 
No.682 Banri Ito and Ryuhei Wakasugi “What factors determine the mode of overseas R&D by multinationals? 
Empirical evidence”, Research Policy, 36(2007) 1275-1287 
 
No.683  丸谷 浩明、「京町家証券化の出資者意向調査からみた保存再生ファイナンスのあり方の考察」、
『日本不動産学会誌』、No.81, Vol.21, No.2, pp.87-97, 2007 年 10 月、社団法人 日本不動産学会 
 
No.684  丸谷 浩明、「都道府県の中小企業ＢＣＰ支援策の現状と地域落差」、『地域安全学会論文集』、
No.9、pp.37-46、2007 年 11 月、地域安全学会 
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 No.685  丸谷 浩明、「地方自治体のＢＣＰの特徴とその策定推進に関する考察」、『地域安全学会梗概集』、
No.21、pp.95-100、2007 年 11 月、地域安全学会 
 
No.686 Chiaki Hara “Core convergence in economies with bads” , Advances in Mathematical Economics, 
Vol.11, 2008 
 
No.687  Kazuo Mino, kazuo Nishimura, Koji Shimomura and Ping Wang, “Equilibrium dynamics in 
discrete-time endogenous growth models with social constant returns” Economic Theory, 
Vol.34,pp.1-23,2008 
 
No.688 西村 和雄、外池 光雄、飛永 芳一、「第７章 思考活動停止時における脳活動 ■経済心理学
への基礎研究として」、『経済心理学のすすめ』、pp.159-167、2007 年、有斐閣 
 
No.689  Hiroaki Maruya, “BCP IN JAPAN:DIFFUSION AND EXPECTATION”, Fifth International 
Conference on Urban Earthquake Engineering Center for Urban Earthquake Engineering Tokyo 
Institute of Technology, pp.727-720, March 2008 
 
No.690 西村 和雄、浦坂 純子、平田 純一、八木 匡、「企業による学力評価から見た人材確保と教育
政策―日本の中小企業から見えるもの―」、『大学論集』、第 39 集、pp.145-162、2008 年 3 月、
広島大学高等教育研究開発センター  
 
No.691 Been-Lon Chen, Kazuo Nishimura and Koji Shimomura, “Time preference and two-country trade” , 
International Journal of Economic Theory, Vol.4, pp.29-52, 2008 
 
No.692  Jean-Philippe Garnier, Kazuo Nishimura and Alain Venditti, “Intertemporal substitution in consumption, 
labor supply elasticity and sunspot fluctuations in continuous-time models”, International Journal of 
Economic Theory, Vol.3(4), pp235-259, 2007 
 
No.672  西村 和雄、浦坂 純子、平田 純一、八木 匡、「企業が求める人材と教育に関する実態調査」、『大学論
集』、第 38 集、pp.239-255、2007 年 3 月、広島大学高等教育研究開発センター 
 
No.673  児玉 俊洋、「TAMA に見る産業クラスター形成の担い手企業」、『産業学会研究年報』、第 21 号、
pp.95-107、2006 年、産業学会 
 
No.674  丸谷 浩明、「中小企業への段階的ＢＣＰ導入方策の研究」、『地域安全学会梗概集』、No.20、pp.41-46、
2007 年 5 月、地域安全学会 
 
No.675  木村 拓也、「大学入学者選抜と「総合的かつ多面的な評価」―46 答申で示された科学的根拠の再検討









No.631   Atsushi Kajii, Hiroyuki Kojima, and Takashi Ui, “Coextrema Additive Operators” May 2007 
 
No.632   Ryuhei Wakasugi and Banri Ito, “The Effect of Stronger Intellectual Property Rights on  
    Technology Transfer :Evidence from Japanese Firm-level Data” May 2007 
 
No.633   Makoto Hisanaga, “Comparative Advantage Structure of U.S. International Services” June 2007 
 
No.634   Taro Kanatani, “Finite Sample Analysis of Weighted Realized Covariance with Noisy  
     Asynchronous Observations” June 2007 
 
No.635   Nader Ghotbi and Tsuneo Tsukatani, “The Economy of Opium and Heroin Production in  
     Afghanistan and Its Impact on HIV Epidemiology in Central Asia” July 2007 
 
No.636   Chiaki Hara, “Complete Monotonicity of the Representative Consumer’s Discount Factor” July  
     2007  
No.637   Fumiko Seo, Ichiro Nishizaki, and Hidenobu Hamamoto, “Development of Interactive Support  
Systems for Multiobjective Decision Analysis under Uncertainty : MIDASS” July 2007 
 
 No.638   Kristina Toderich and Tsuneo Tsukatani, “New Approaches for Biosaline Agriculture 
 Development, Management and Conservation of Central Asian Degraded Drylands” August  
2007 
 
No.639   Hikaru Obayashi, “Efforts on Fuel Cell Vehicles Made by Russia and Developed Countries” 
September 2007 
 
No.640   Adrian Campbell, Satoshi Mizobata, Kazuho Yokogawa, and Elena Denezhkina “Institutional 
  Transition and Local Self-Government in Russia” October 2007 
 
No.641   Masao Oda, Koji Shimomura, and Ryuhei Wakasugi, “Welfare Enhancing Capital Imports” October 
2007 
No.642   Atsushi Kajii and Takashi Ui, “Interim Efficient Allocations under Uncertainty” November 2007 
 
No.643   Mayumi Horie, “Reexamination on Updating Choquet Beliefs” November 2007 
 




 No.645   Makoto Hisanaga, “Revealed Specialization: Evidence on U.S. International Services” January 2008 
 
No.646   Kenn Ariga, Giorgio Brunello, Roki Iwahashi, and Lorenzo Rocco “The Stairways to Heaven:  
      A Model of Career Choice in Sports And Games, with an Application to Chess” Junuary  
2008 
No.647   Tsukatani T., Toderich K., and Goldstein R.I., “Uranium Mine Aftermath and Yangiabad  
      Expedition in Uzbekistan” March 2008 
 
No.648   Kristina Toderich, Tsuneo Tsukatani, Ismail Shoaib, Igor Massino, Margarita Wilhelm, Surat 
Yusupov, Tajiddin Kuliev and Serdar Ruziev, “Extent of Salt Affected Land in Central Asia: 
Biosaline Agriculture and Utilization of the Salt-affected Resources” March 2008 
 
No.649   Haruo Imai, “Limit Solutions of a Bargaining Problem with a Finite” March 2008 
 
No.650   Hajime Kobayashi, Katsunori Ohta and Tadashi Sekiguchi “Optimal Sharing Rules in Repeated  
      Partnerships” March 2008 
 
 No.651   Toderich K., Massino I., Shoaib I., Tsukatani T., Khujanazarov A., Rabbimov A., Kuliev T.,  
Boboev H., Aralova D. and Usmanov S., “Utilization of Agriculture Residues and Livestock  





No.0701  一方井誠治 石川大輔 大堀 秀一 佐々木健吾、産業部門における温室効果ガスの削減行
動メカニズムに係る調査、2007 年 4 月 
 
No.0702  一方井誠治 石川大輔 大堀 秀一 佐々木健吾、 温室効果ガスの削減動機に関する計量
分析、2007 年 4 月 
 
No.0703  一方井誠治 石川大輔 大堀 秀一 佐々木健吾、環境報告書を用いた温室効果ガスにかか
る限界削減費用の推定、2007 年 4 月 
 
No.0704  北浦修敏 京谷翔平、介護費用の長期推計について、2007 年 6 月 
 
 
No.0705  橋本伸也 小畑郁 溝端佐登史 志摩園子 小森宏美、EU 拡大後のエストニア・ラトヴィ
アにおける国家統合と複合民族社会形成に関する研究、2007 年 7 月 
 

















日付 掲載紙 氏名 タイトル 
2007 年 4 月 10 日 京都新聞 西村和雄 
格差と学力低下－経済学からの議論－京
大経済研シンポ 
2007 年 4 月 22 日 京都新聞 丸谷浩明 
町家再生、証券化の課題探る－配当やリ
スク検証  
2007 年 4 月 26 日 読売新聞   
シンポ「現代日本の格差と教育」－経済学
の視点で議論 
2007 年 6 月 14 日 日本経済新聞 刈屋武昭 
価値創造経営特集－価値創造 ERM 思考
により有効な経営を 
2007 年 7 月 2 日 日本経済新聞 西村和雄 
教科書改善で学力を伸ばせ－自学自習
力の育成を 公教育再生への第一歩 
2007 年 7 月 9 日 日本海新聞 丸谷浩明 災害に強い企業危機管理を学ぶ 
2007 年 8 月 9 日 日本経済新聞 古川雅一 
肥満に注意、医療費増加 京大が調査 
糖尿病で 2.5 倍 
2007 年 8 月 9 日 読売新聞 古川雅一 肥満 家計にもリスク 京大経済研調査 
2007 年 8 月 9 日 京都新聞 古川雅一 
メタボ家計も圧迫「減量の動機付けに」 
京大経済研Ｇが試算 
2007 年 8 月 10 日 朝日新聞 古川雅一 
肥満は家計の敵!? 京大経済研究グルー
プが調査 
2007 年 8 月 29 日 読売新聞 丸谷浩明 
減災暮らしをつなぐ② 非常時備え甘い
企業 
2007 年 8 月 31 日 日刊工業新聞 丸谷浩明 
9 月 1 日は防災の日 重要業務早期復旧
“中断させない”経営戦略を 
2007 年 10 月 12 日 読売新聞 西村和雄 
「経済学検定」大学が活用 単位認定、受
験料負担学習意欲養う狙い 
2007 年 10 月 16 日 京都新聞 児玉俊洋 
京滋またいで連携へ 「産業創出ネット」
を計画 





2007 年 10 月 30 日 日本経済新聞 丸谷浩明 
災害時の事業継続手探り 徳島の官民計
画策定に動く 
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2007 年 11 月 2 日 京都新聞   
KSI 公開シンポジウムやさしいサステイナ
ビリティ学 京都から持続可能な社会を 
2007 年 11 月 10 日 読売新聞 西村和雄 
新学習指導要領実施前倒しへ 授業内
容に深み 
2007 年 12 月 9 日 徳島新聞 丸谷浩明 
被災時の事業継続学ぶ 徳島大でセミナ
ー計画策定呼び掛け 
2007 年 12 月 13 日 徳島新聞 丸谷浩明 
事業継続計画を推進 企業防災セミナー
で確認 






2008 年 1 月 15 日 読売新聞 丸谷浩明 
企業の危機管理 「事業継続」計画作り急
げ 
2008 年 1 月 14 日 神戸新聞 丸谷浩明 
地震多発時代備え再点検 企業防災計
画は中小にこそ重要 
2008 年 2 月 17 日 朝日新聞 丸谷浩明 新防災力 人を結んでまち守る 
2008 年 2 月 24 日 日本経済新聞 児玉俊洋 
働くニホン 報いるモノサシ４ 県外就職
の心理学収入と地元願望で綱引き 
2008 年 2 月 28 日 京都新聞 丸谷浩明 
災害時事業どう継続 下京でシンポ 地
域連携大切さ説く 




2008 年 3 月 4 日 読売新聞 西村和雄 
知の最前線京大附置研究所･センターの
人々１７ 目に見えない本質を追求 
2008 年 3 月 9 日 毎日新聞 一方井誠治 
特集暖かな破局 温暖化対策方向性がな
く各企業は困惑 











 受 賞 
受賞者氏名 賞  名 受賞年月 受賞の研究課題名等 
若杉 隆平 
日本国際経済学会 
第 2 回小島清賞研究奨励賞 
2007 年１０月 
 




2007 年 11 月 
 






























 ２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 
修士課程 １３ 人 １６ 人 １２人 
博士課程 ２７ 人 ２４ 人  ２５人 
計 ４０ 人 ４０ 人  ３７人 




２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 




２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 
１２  人 ２０  人 ２０  人




２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 









年度 ２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 
  
 
地域 （人） （人） （人）
ア ジ ア １６ １２ 9 
北   米 ９ ３１ 22 
中 南 米 １ ２ 1 
ヨーロッパ ２０ ３９ 19 
オセアニア ２ ２ 6 
中   東 ２ ２ 1 
ア フ リ カ ０ ０ 0 












Record of visiting international researcher 
Period of stay at KIER 
Name Home institute Position 
Arrival Departure 








The Evolution of Income 
Concentration in 
Japan,1886-2002:Evidence 
from Income Tax 
Statistics 
SHULUS, A.A 
Academy of Labor 
and Social Relations 
Professor 2007/5/8 2007/5/8 
The Situation of Labor 












in dynamic programming 
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Period of stay at KIER 
Name Home institute Position 
Arrival Departure 







Professor 2006/12/1 2007/5/31 
Economics of Education 
and Training  
KONISHI, Hideo Boston College Professor 2007/6/1 2007/6/18 
in order to participate in 




Professor 2007/6/14 2007/6/18 
Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura 





Professor 2007/6/15 2007/6/18 
Purpose of attending the 
international conference 
on the sciences of 
complexity and science 
education 
YORKE, James A. 
University of 
Maryland 
Professor 2007/6/15 2007/6/18 
Purpose of attending the 
international conference 
on the sciences of 
complexity and science 
education 
ALPAR, Ali Sabanci Universitesi Professor 2007/6/15 2007/6/18 
Purpose of attending the 
international conference 
on the sciences of 




Learning and Brain 
University of 
Washington 
Professor 2007/6/15 2007/6/18 
Purpose of attending the 
international conference 
on the sciences of 










Time of Tracking in 
Education  
      
74
  
      
      
Period of stay at KIER 
Name Home institute Position 
Arrival Departure 






Professor 2007/6/24 2007/6/29 
Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura 









Professor 2007/6/27 2007/6/27 
Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura 






University in St. 
Louis 
Professor 2007/7/4 2007/7/18 
Study on the dynamics of 
knowledge creation and 
transfer 
SILOVA, Iveta Lehigh University Professor 2007/7/17 2007/7/17 
Life style and Inequalities 
under the Post-socialist 
education reform 
ALAN, E.Dillingham 
St.Mary's College of 
Maryland 
Professor 2007/7/26 2007/7/26 
Labor markets and labor 
policy 
MALKSOO, Lauri University of Tartu Professor 2007/7/29 2007/7/29 
"The Law and Politics of 
the Baltic State Continuity 
Claim since the 
Restoration of 





Professor 2007/8/5 2007/8/9 
計量経済学セミナーにて
発表 
      
75
  
      
      
Period of stay at KIER 
Name Home institute Position 
Arrival Departure 
Research topic during stay 
(or purpose) 
AN,  Chengri 
Heilongjiang 
University 
Professor 2007/9/1 2008/8/31 
Japan-Soviet relations 
after the war 
LEES, Kirdan 






Joint research on 











Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura 










Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura 
and Professor Shigoka on 








Professor 2007/10/28 2007/11/2 










Institution Building and 
Market Adaptation in 
Transition Economies 
YAKOVLEV, Andrei 





Institution Building and 
Market Adaptation in 
Transition Economies 
      
76
  
      
Period of stay at KIER 
Name Home institute Position 
Arrival Departure 

















University in St. 
Louis 
Professor 2007/11/18 2007/11/21
Joint research on 







University in St. 
Louis 
Professor 2007/12/20 2007/12/31
Study on the dynamics of 







Professor 2008/1/21 2008/1/30 
Purpose of working jointly 
with Professor Nishimura 





Professor 2008/1/20 2008/1/27 






Professor 2008/2/4 2008/2/10 
The 21st Century COE 
Program of the 
international seminar





Professor 2008/2/4 2008/2/10 
The 21st Century COE 
Program of the 
international seminar 
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Period of stay at KIER 
Name Home institute Position 
Arrival Departure 






Professor 2008/2/6 2008/2/11 
The 21st Century COE 
Program of the 
international seminar 







Professor 2008/3/7 2008/3/11 
Purpose of attending the 
international conference 
on Economic Theory, 
"Indeterminacy and 
Non-linear Dynamics in 







Lecturer 2008/3/7 2008/3/11 
Purpose of attending the 
international conference 
on Economic Theory, 
"Indeterminacy and 
Non-linear Dynamics in 
Inter Temporal 







Professor 2008/3/8 2008/3/11 
Purpose of attending the 
international conference 
on Economic Theory, 
"Indeterminacy and 
Non-linear Dynamics in 






Venezia at San 
Giobbe and 
CREST-GRECSTA 
Director 2008/3/9 2008/3/11 
Purpose of attending the 
international conference 
on Economic Theory, 
"Indeterminacy and 
Non-linear Dynamics in 
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Period of stay at KIER 
Name Home institute Position 
Arrival Departure 







Director 2008/3/8 2008/3/11 
Purpose of attending the 
international conference 
on Economic Theory, 
"Indeterminacy and 
Non-linear Dynamics in 







Professor 2008/3/7 2008/3/11 
Purpose of attending the 
international conference 
on Economic Theory, 
"Indeterminacy and 
Non-linear Dynamics in 













Efficient Risk Sharing in 
Incomplete Markets 
JERISON, Michael 
State University of 
New York Albany 
Professor 2008/3/23 2008/3/30 
Aggregation of 
Heterogeneous Preference













    ロッコ ロレンツォ（パドヴァ大学助教授） 
        「中等教育に関する国際比較研究」 
        （2007年5月12日～2007年6月8日） 
    安 成日（黒龍江省黒龍江大学哲学興公共管理学院国際問題研究所所長 教授） 
        「戦後日ソ･日露関係」 
        （2007年9月1日～2008年8月31日） 
    ダヴィラ フリオ(国立科学研究センターソルボンヌ経済研究所 研究員) 
        「一般均衡モデルの共同研究」 











日時 テーマ 場所 
2007 年 5 月 30 日 
    ～31 日 
2007 国際シンポジウム 
「循環経済と持続可能な社会」 
                            （主催）
中国淅江省金渓山荘 
2007 年 6 月 16 日 
     ～17 日 
複雑系科学と科学教育に関する学際的なコンファレ
ンス 
Interdisciplinary Conference on the Science of 
Complexity and Science Education 
                                     (主催) 
京都大学百周年時計台記念館 
2008 年 1 月 28 日 
知的財産と東アジア・ルネッサンス 
                            （共催）
東京国際フォーラム 
2008 年 2 月 8 日 
       ～9 日 
Varieties of Capitalism and Transformation 
                            （主催）
経済研究所 共同研究室 
2008 年 3 月 9 日 
       ～10 日 
第 5 回 経済理論の国際会議 
5th International Conference on Economic Theory 










































年 月 研究成果の概要 還元（応用）例 教員名 
2007.9 ＥＵ東方拡大とその影響 






日ロビジネスフォーラムでの講演 溝端 佐登史 










































成 19 年 6 月から平成 20 年 6 月にかけて
「京滋地域産業クラスター研究会」を開催






































NPO 法人 環境文明２１『「成長」神話脱却への挑戦を促す方策の調査研究』 
プロジェクト委員 
小佐野 広 日本学術会議 日本学術会議連携会員 
小佐野 広 （独）日本学術振興会 科学研究費委員会 
小佐野 広 （財）村田学術振興財団選考委員会委員 
北浦 修敏 財務省財務総合政策研究所 特別研究官 
児玉 俊洋 (社)首都圏産業活性化協会 TAMA 評価委員会評価委員 




児玉 俊洋 研究・技術計画学会 評議会  
児玉 俊洋 経済産業省委託「地域イノベーション研究会」委員 
児玉 俊洋 日本貿易振興機構地域間交流支援事業案件選考諮問会議委員 
柴田 章久 日本学術会議 日本学術会議連携会員 
中嶋 智之 日本学術会議 日本学術会議連携会員 
中嶋 智之 (独)経済産業研究所ファカルティフェロー 
西村 和雄 大阪大学社会経済研究所 運営諮問委員会委員 
西村 和雄 大阪大学社会経済研究所 外部評価委員会委員 
西村 和雄 (財)坂文種報徳会 評議委員 
西村 和雄 日本学術会議 日本学術会議連携会員 
西村 和雄 NPO 法人 日本経済学教育協会会長兼理事長 
西村 和雄 公認会計士試験委員選任小委員会 専門委員 
西村 和雄 (財)地球産業文化研究所 評議員 
西山 慶彦 (独)経済産業研究所ファカルティフェロー 
原 千秋 日本学術会議 日本学術会議連携会員 
丸谷 浩明 NPO 法人事業継続推進機構 理事長 
丸谷 浩明 大阪府庁版 BCP 策定検討委員会委員 
丸谷 浩明 総務省自治行政局地域情報政策室「セキュリティ WG」委員 




丸谷 浩明 東京商工会議所 「中小企業の BCP 策定推進研究会」委員 
溝端 佐登史 (財)環日本海経済研究所 外務省委託「極東・東シベリアに関する調査」研究委員 
若杉 隆平 (独)経済産業研究所 研究主幹ファカルティフェロー 
若杉 隆平 総務省政策統括官 統計審議会委員 
若杉 隆平 (財)二十一世紀文化学術財団 理事 










日時：2007 年 4 月 9 日（月） 午後 2 時～午後 6 時 








  山田昌弘 （東京学芸大学教育学部教授） 
       「家族格差が子どもの将来に与える影響」 
  西村和雄 （京都大学経済研究所所長） 









○ 京都大学経済研究所主催 先端政策公開シンポジウム 
「技術革新の担い手となる中小企業とは～京滋地域クラスターの可能性～」 
日時：2007 年 11 月 19 日（月） 午後 1 時～午後 6 時 



















池内要一 （トキワ精機株式会社 代表取締役社長） 
川野美好 （株式会社 ダイテックス代表取締役） 
阪根信一 （株式会社 Ｉ．Ｓ．Ｔ取締役ＣＯＥ） 




コーディネーター： 市原達朗 （京都ナノテククラスター事業総括・京都試作センター(株)代表取締役社長 
尾沢潤一 （経済産業省近畿経済産業局地域経済部長） 







   「知的財産と東アジア･ルネッサンス」 
   日時：2008 年１月 28 日(月) 午後 1 時 30 分～午後 5 時 35 分  




藤田昌久 （RIETI 所長・CRO/甲南大学教授/京都大学経済研究所特任教授） 
「グローバリゼーションと東アジア・ルネッサンス」 
  Keith E. MASKUS （米国コロラド大学ボールダー校社会科学部副学部長・経済学部教授） 
       「知的財産の保護：国際協調への現状と展望」 
  陳 小洪 （中国国務院発展研究中心（DRC）企業研究所所長） 
       「中国企業のイノベーションと知的財産環境・現状と変化」 
  若杉隆平 （京都大学経済研究所教授／RIETI 研究主幹・ファカルティフェロー） 





  Keith E. MASKUS 
  陳 小洪  
  若杉隆平  
  田中信義 （キャノン株式会社専務取締役知的財産法務本部長） 
  鈴木英夫 （経済産業省大臣官房審議官(産業資金担当)） 
 
 
○ 京都大学経済研究所主催 先端政策公開シンポジウム 
「関西企業・組織の災害時事業継続のための地域連携」 





  丸谷浩明 （京都大学経済研究所教授） 
       「災害時事業継続のための地域連携の重要性」 
 
【特別講演】 
  多々納裕一 （京都大学防災研究所教授） 






コーディネーター： 紅谷昇平 （人と防災未来センター研究員） 
  中野 晋 （徳島大学環境防災研究センター准教授） 
  林 隆之 （関西広域機構 環境･防災部長） 
  前田良二 （富士火災海上保険(株)総務部総務企画グループ・NPO 法人事業継続推進機構幹事） 





  今井紳二 （京都府危機管理監付危機管理室長） 
  嶋田和弘 （大阪府危機管理室危機管理課課長補佐） 
  勝間基彦 （徳島県危機管理局企画課係長） 
  吉村元吾 （国土交通省近畿地方整備局防災課長） 













ショップの開催という定期的な研究活動を行うと共に、1998 年 3 月には学際的なシンポジウム「複雑系とは何か」およ
び国際シンポジウム“Game Theory and International Cooperation: Global Environmental Problem”を、6 月には国際シ
ンポジウム“Intertemporal Equilibrium Theory: Stability, Bifurcations and Indeterminacy”を開催している。更に、2000
年 6 月には国際シンポジウム“International Conference on the Frontiers in Spatial Economics”および 2001 年 6 月には




















注：Social Science Citation Index を用い、各研究所に所属する研究者名で検索し、1971 年～2007 年

































ミクロ経済学・ゲーム理論研究会 ３６ ２８ 30 
計量経済学セミナー １０ １６ 14 
経済研究所研究会 １１ ８ 6 
COE 研究会 ７ ５ 1 
契約論研究会 ３ ２ 0 
都市経済学ワークショップ ９ １４ 14 
先端政策分析研究会 ８ １７ ― 
マクロ経済学･経済システム研究会 ― ― 21 
その他 １ ２ 1 
合 計 ８５ ９２ 87 






２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 











アジア １６ １２ ８ 
北米 ９ ３１ ２２ 
中南米 １ ２ ０ 
ヨーロッパ ２０ ３９ １８ 
オセアニア ２ ２ ４ 
中東 ２ ２ １ 
アフリカ ０ ０ ０ 
合 計 ５０ ８８ ５３ 
 
国際シンポジウムの開催 
２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 





２００５年度 ２００６年度 ２００７年度 





所　　長 西　村　和　雄 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 176
副所長 溝　端　佐登史 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 209
経済情報解析研究部門
教　授 塚　谷　恒　雄 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 163
教　授 小 佐 野　　広 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 116
教　授 照　山　博　司 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 168
准教授 中　嶋　智　之 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 174
経済制度研究部門
教　授 若　杉　隆　平 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 235
教　授 溝 端  佐登史 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 209
教　授　 原　　　千　秋 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 194
准教授 淺　田　　　彰 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 93
助　教 阿　部　光　敏 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 95
公共政策研究部門
教　授 今　井　晴　雄 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 111
教　授 有　賀　　　健 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 97
教　授 梶　井　厚　志 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 121
准教授 関　口　　　格 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 154
教育経済学寄附研究部門
助　教 木　村　拓　也 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 131
金融工学研究センター
教　授 矢　野　　　誠 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 229
教　授 柴　田　章　久 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 147
教　授 西　山　慶　彦 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 190
准教授 関　根　　　順 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 159
複雑系経済研究センター
教　授 西　村　和　雄 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 176
教　授 新後閑　　　禎 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 144
准教授 森　　　知　也 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 226
准教授 ジョン・スタハースキー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 151
先端政策分析研究センター
教　授 一方井    誠治 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 105
教　授 児　玉　俊　洋 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 136
教　授 丸　谷　浩　明 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 199
准教授 北　浦　修　敏 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 128
准教授 渡　部　良　一 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 238
准教授 金　子　浩　之 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 126
助　教 石　川　大　輔 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 102
92

































































職歴 2005年 - 2007年 京都大学経済研究所産学官連携助手、科学技術振興助手、







Abe, M., Yoshimura, T., Koizumi, S., Hasegawa, N., Osaki, T., Yasukawa, N., Koba, K., Moriya,
K., Sakai, T.: Virtual forest: design and evaluation of a walkthrough system for forest education.
Journal of Forest Research Vol. 10, No. 3, pp. 189-197 (2005)
Yasukawa, N., Nishihara, K., Abe, M., Moriya, K., Sakai, T.: User Evaluation of Information
Presentation System for Nature Observation. Fourth International Conference on Creating,
Connecting and Collaborating through Computing (C5 2006), IEEE Computer Society Press
(2006)
孫暁萌, 吉村哲彦, 阿部光敏, 酒井徹朗: 環境ポスターの意図を読み解く環境教育の教材評








































































論文 1 "The Optimal Timing of School Tracking: A General Model with Calibration for Gernany,"
(with G.Brunello and M.Gianni)  in Woessmand and Peterson (eds.) Schools and the Equal
Opportunity Problem , MIT Press, 2007
2 "Are Education and Training always Complements? Evidence from Thailand," (with Giorgio
Brunello) in Industrial and Labor Relations Review 59(4): 613-629, 2006
3 "Horizontal Transfer, Vertical Promotion, and Evolution of Firm Organization," Journal of the
Japanese and International Economies, 20(1): 20-49, 2006
97
4 "Mismeasurement of the CPI," [wirh K. Matsui] (2003), in Blomstrom et al . eds.: Structural
Impediments to Growth in Japan , University of Chicago Press for National Bureau of Economic
Research
5 “Hot & Spicy: Ups and Downs on the Price Floor and Ceiling at Japanese Supermarkets,” (with
K. Matsui and M. Watanabe) Pacific Economic Papers  316, 2001
6 “Fast Track: Is It in the Genes? The Promotion Policy of a Large Japanese Firm,” (with G.
Brunello and Y. Ohkusa), Journal of Economic Behavior and Organization  38: 385-402, 1999
7 “Determinants of Individual Firm Mark-up in Japan; An Econometric Study on the Impact of
Market Concentration, Market Share and FTC’s Regulation,”  (with K.G. Nishimura and Y.
Ohkusa), Journal of the Japanese and International Economies  13: 424-450, 1999
8 “Estimating Mark-up over Marginal Cost and Returns to Scale at Firm Level: A New Approach
Applied to a Panel of Japanese Firms,” (with Nishimura, K.G. and Y. Ohkusa),   International
Journal of Industrial Organization  17: 1077-111, 1999
9 "Occupational and Internal Labor Markets in Japan" (with G. Brunello and Y. Ohkusa)
Industrial Relations  36: 446-73, 1997
10 "Promotions, Skill Formation and Earnings Growth in a Corporate Hierarchy," (with G. Brunello
and Y. Ohkusa) Journal of the Japanese and International Economies  11(3): 347-384, 1997
11 "Earnings and Seniority in Japan: A Re-appraisal of the Existing Evidence and a Comparison
with U.K." (with G. Brunello and Y. Ohkusa) Labor Economics  4: 47-69, 1997
12 "Price Formation in the Distribution Channel," (with Y. Ohkusa) P. Sheard (ed.) Japanese Firms,
Finance and Markets , London: Addison Wesley, 1996
13 "Some Evidence on the Trade Credit Practices of Japanese Trading Companies" (with G. W.
Emery) in Advances in Pacific Basin Financial Markets  2(B): 237-252, Greenwich: JAI Press,
1996
14 "Is the Tenure-Wage Profile Really Steeper in Japan?," (with G. Brunello) in M. Okabe (ed.) The
Structure of the Japanese Economy , London: Macmillan, 1995
15 "Price Flexibility in Japan, 1970-1992:  A Study of Price Formation in the Distribution Channel,"
(with Y. Ohkusa) Pacific Economic Papers 238, 1994, also in International Journal of Industrial
Organization  16(5): 639-64, 1998
16 "Recent Changes in the Internal Structure of Wages and Employment in Japan" (with G.
Brunello) Journal of the Japanese and International Economies  9(2): 105-129, 1995
17 "Trade Credits and Interfirm Transactions in Japan: Econometrics Analysis Using Microdata,"
(with G.W.Emery) in Czerkawski ed.: Japanese Management Challenges and Applications for
Business Executives , Academic Press, 1993
18 "Corporate Hierarchy and Promotion Policy," (with G.Brunello) in Czerkawski ed.: Japanese
Management Challenges and Applications for Business Executives , Academic Press, 1993
19 "Promotion, Corporate Hierarchy and Firm Growth: Japanese Internal Labor Market in
Transition," (with  G.Brunello, Y.Ohkusa and Y.Nishiyama) Journal of the Japanese and
International Economies  6(4): 440-471, 1992
98
「取引費用と参入障壁」（共著 ; 並河永）西村・三輪編『日本の流通』東京大学出版会、1990年
20 "Japanese Distribution System," (with Y.Ohkusa and H.Namikawa) Ricerche Economiche  XLV
(2-3): 185-230, 1991

















31 「日本の流通業における Market Foreclosure としての長期取引関係, II 」『ファイナンシャルレ
ビュー』（並河永と共著）21号1991年
32 「日本の流通業における Market Foreclosure としての長期取引関係, I 」『ファイナンシャルレ
ビュー』（並河永と共著）21号1991年
33 『日本的流通の経済学』日本経済新聞社、1993年





























11 書評『日本市場の競争構造』丸山雅祥著『創文』 1992 年
12 書評『現代日本の金融分析』堀内・吉野編、季刊理論経済学 1992 年
13 「日本的流通と参入」ESP、 1992年5月号
14 書評『日本の株価地価』 『季刊理論経済学』1992 年
15 やさしい経済学「企業の所有と支配」日本経済新聞 1991 年
16 経済教室「内外価格差と流通システム」日本経済新聞 1991 年
17 書評、サロー他『現代経済学』 日本経済新聞社 1990 年
18 やさしい経済学「プロ野球の経済学」日本経済新聞 1990 年
19 やさしい経済学「メインバンクと株式持ち合いについて」日本経済新聞 1989 年
20 キーワード・コレクション「経済学」（分担）1989 新曜社
21 書評「ケインズ『一般理論』の形成」カーン著『エコノミスト』 1988 年
22 書評『不均衡動学の理論』岩井克人著『経済学論集』（東京大学）53(3), 1987 年
23 書評『不均衡動学の理論』宇澤弘文著『エコノミスト』 1987 年
24 書評『不均衡動学の理論』岩井克人著『エコノミスト』 1987 年
25 書評『マクロ経済学と日本経済』黒坂佳央、浜田宏一著『経済学論集』（東京大学）51(1), 1985
年
26 やさしい経済学「期待と投機について」日本経済新聞 1985 年
27 やさしい経済学「分散的市場について」日本経済新聞 1983 年
100


































2006年 大阪大学課程博士 (経済学) 取得
学位 2006年 博士 （経済学） （大阪大学）
職歴 2005年-2007年 京都大学経済研究所 産学官連携助手
2007年





学外での活動 2003年 8月‐10月 日本銀行 短期リサーチスタッフ (本店調査統計局経済調査課経済分析グ
ループ)
2005年8月
    ‐ 2006年3月
独立行政法人 経済産業研究所 地域金融研究会 委員
論文 1 Ikkatai S., Ishikawa D., Ohori S., and Sasaki K.(2008), “Motivation of Japanese companies to take
environmental action to reduce their greenhouse gas emissions: an econometric analysis,”
forthcoming in Sustainability Science  Vol.3, No.1.
2 石川大輔(2008)、「90年代における銀行借入需要構造の推定－非上場企業のパネルデータを用
いた分析」、KIER Discussion Paper Series  No.0708, Kyoto Institute of Economic Research
3 一方井誠治、石川大輔、大堀秀一、佐々木健吾(2007)、「環境報告書を用いた温室効果ガスにか
かる限界削減費用の推定」、KIER Discussion Paper Series  No.0703, Kyoto Institute of Economic
Research
4 一方井誠治、石川大輔、大堀秀一、佐々木健吾(2007)、「温室効果ガスの削減動機に関する計量
分析」、KIER Discussion Paper Series  No. 0702, Kyoto Institute of Economic Research
5 一方井誠治、石川大輔、大堀秀一、佐々木健吾(2007)、「産業部門における温室効果ガスの削減
行動メカニズムに係る調査」、KIER Discussion Paper Series  No. 0701, Kyoto Institute of
Economic Research
6 石川大輔(2007)、「地価と不良債権は銀行貸出を通じて景気変動に影響を与えたのか? ‐ 県別パ
ネルデータを用いた分析」、KIER Discussion Paper Series  No. 0604, Kyoto Institute of Economic
Research
7 石川大輔 (2007)、「銀行借入需要の非対称性について ‐ 過剰債務問題の視点から」、KIER
Discussion Paper Series  No .0603, Kyoto Institute of Economic Research
8 Ikkatai, S. , Ishikawa, D. , and S. Ohori (2007), "The Effects of the EU-ETS on Companies:
Research by Conducting Interviews in European Companies.", KIER Discussion Paper Series  No.
627, Kyoto Institute of Economic Research
9 一方井誠治、石川大輔、大堀秀一(2006)、「日本企業における温暖化ガス排出削減費用の把握
状況」、『季刊 環境研究』、第142号、pp. 133-139
10 Ishikawa, D. and Y. Tsutsui (2006), ”Has the Credit Crunch Occurred in Japan in the 1990s?,”





12 Ishikawa, D. (2004), ”Tax-Financed Public Funds Injection into Banks and its Welfare






































・開講年度（前期・後期）: 2005 年度後期 
  ・開講科目名: ファイナンス理論 
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20 International Symposium on Global Sustainability- Social Systems and Technological Strategies
–でまとめ担当として参加、平成19年1月15日・16日（日本）























33 「Measures of GHG Reduction and Sustainable Society」KSI/IR3S International Symposium on















































































・ 山陽新聞 平成 18 年 12 月 1 日  「環境と経済 橋渡しを」 
・ 汎交通  平成 18 年 1 月号    「地球温暖化問題から見た今後の社会経済」 










・岐阜聖徳学園大学助教授（大堀秀一研究員（平成 17 年度～平成 18 年度）） 
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"Two Sided Bargaining and Toughness of Players" (1992) in The Development of Science for the
Improvement of Human　Life, F. Casprini & R. Barbucci (eds.), pp. 209-227, University of Siena
"Representative Bargaining Solution for Two-Sided Bargaining Problems" (2000) Mathematical
Social Sciences, vol. 39, p349-365, with H. Salonen
"Some Aspects of Application of Game Theory to Economics", (1990)  in The Proceedings of the
International Conference on　Mathematical Economics and its Relevance for Development, J. N.
Islam ed. Chittagong University, Chittagong.
日本経済学会
“On the Neutrality of Coalition Formation in a Pure Bargaining Problem,” (2005), Japanese
Economic Review, 56, 352-362, with Naoki Watanabe
"Incomplete Insurance and Absolute Risk Aversion"(1981)　Economics Letters, v.8, p107-112,
with T. Itoh and J. Geanokaplos
"CBD Hypothesis and Economies of Agglomeration" (1982) J.E.T., v. 28, p275-299
"Voting, Bargaining, and Factor Income Distribution" (1983) J. of Math. Econ., v. 11, p211-233
"On Harsanyi's Solution" Int. J. of Game Theory, v.12, (1983) 161-179
"Individual Monotonicity and Lexicographic Maxmin Solution" Econometrica, (1983) v. 51,
p389-401





















"ゲームの理論と経済学" (1982-1984) 経済セミナー 82年10月号-84年1月号 (小林孝雄と共著)
"都市化と土地市場” (1983)森口親司,青木昌彦,佐和隆光編「日本経済の構造分析」p375-390
創文社
"Bargaining under the Pressure of Burning Money," (1996)　in The Development of Science for
the Improvement of Human　Life III: Section Economics, F. Casprini ed., 111-118, University of
Siena
"On the Possibility of Cross-Ownership in an Incomplete Contract Model," (1994)　in
Proceedings of the II Kyoto-Siena Symposium vol, 2, Y. Imanishi ed., 121-132, Kyoto
University. (w/ C. Yoon)
“Coalitional Effect in a Pure Bargaining Model: An Example with Nonlinear Utilities” (2005)





 “On the Incentive Consequences of Alternative CDM Baseline Schemes,” (2003) in T. Sawa eds.
International Frameworks and Technological Strategies to Prevent Climate Change, Springer,
110-126, with J. Akita.
“Campaign Competition and the Effect of Information Technology,” (2003) in Proceedings of
PISTA 03, p235-39, with.
“Coordination Problems in E-Government,” (2004) in Proceedings of PISTA 04, p60-66, with
Kuninori　Nakagawa
“Advertising Competition with bounded memories on the side of Consumers,” (2004) in
Proceedings of International Conference on Dynamic Games 2004, (cd-format), with　 M. Horie
“Effects of alternative CDM baseline schemes under an imperfectly competitive market structure”
(2008) 307-33, with J. Akita and H. Niizawa, in Game Theory and Policy Making in Natural
Resources and theEnvironment, A. Dinar, J. Albiac, and J. Sanchez-Soriano eds., Routledge
"経済学で考える（ゲームの理論と経済学）" (1991) 経済セミナー  4月号p6-10













”Private Contracts and Efficiency:An Example,” CAEA WP 048, December, 2004, with Harrison
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"Pre-Negotiation for an International Emission Reduction Game" FEEM Working Paper No. 106.
2002  
Date:  December 2002, with M. Horie.
“De Facto Delegation and Proposer Rules” (2007) with K. Yonezaki



















































 ・開講年度（前期・後期） 2003 年度 後期  
開講科目名 経済社会のゲーム分析 
2003 年前期-2006 年前期 
 英語講義（リレー2コマ）：“information and society” 
 
 経済学部 
・ 開講年度（前期・後期） 2003 年度 後期-2007 年度後期 
 開講科目名 「ゲーム理論と応用ミクロ」（大学院共通講義） 
 
 学部ゼミ 














































Economic Review, Vol. 55, pp .372-400, 2004.























"日本における生命保険会社の動学的資産分析," (福田祐一氏と共著), Problems and
Perspectives of Management, pp. 43-58, 2003.
"Ｍ＆Ａ時におけるストック・オプションと従業員の企業特殊人的資本," Journal of Corporate
Finance, Vol. 10, pp. 615-638, 2004.
"資産動学と企業組織の内生的デザイン," The Japanese Economic Review, Vol. 54, pp. 300-
323, 2003.
"貸し手責任と環境汚染," (小林磨美氏と共著) Journal of Economic Research, Vol. 8, pp. 169-
178, 2003.
"経営者報酬契約と銀行救済政策," Journal of Banking and Finance, Vol. 26, pp. 25-49, 2002.
"預金保険と銀行規制のもとでの銀行への資本注入,"「銀行，資本市場，およびコーポレート・
ガバナンス」（橘木俊詔氏と共著）Palgrave, New York, 2001に所収
"プリンシパルの再交渉オファーを持つ複数エージェント・インセンティブ契約の実行," Review
of Economic Design, Vol. 4, pp. 161-177, 1999.
"証券デザイン，インサイダー・モニタリング，および金融市場均衡　,"　European Finance
Review, Vol. 2, pp. 273-302, 1999.
"各エージェントが再交渉オファーを提示する場合の複数エージェント・インセンティブ契約に
おけるモラル・ハザードと再交渉," Journal of Economic Behavior and Organization, Vol. 37,
pp. 207-230, 1998.
"複数銀行モデルにおける金融危機の際の債務不履行と再交渉,"The Japanese Economic
Review, Vol. 49, pp. 138-157, 1998.
コーポレート・ガバナンスと雇用契約に関する進化モデル，Journal of the Japanese
International Economies, Vol. 11, pp. 403-436, 1997.
"企業買収時における契約破棄と再交渉," The Japanese Economic Review, Vol. 47, pp. 346-
367, 1996.
"株式持合いと企業支配," Journal of Banking and Finance, Vol. 20, pp. 1047-1068, 1996.
"私的情報経済における再交渉防止ロテリー均衡," Journal of Economic Theory, Vol. 65, pp.
435- 467, 1995.
"メインバンク・システム，暗黙契約，および後払い賃金システムの信頼性," (芹田敏夫氏と共
著)「労働市場と経済パフォーマンス」(橘木敏詔著) Macmillan, London, pp. 312-346, 1994に
所収
"内生的成長モデルにおける基礎研究と応用研究," 大阪大学経済学，Vol. 42, pp. 144-167,
1992.
"競合する実物景気変動モデルに関するテスト,"（井上徹氏と共著）International Economic
Review, Vol. 32, pp. 669-688, 1991.
"コーディネーションの失敗と経済成長," 大阪大学経済学，Vol. 40, 1991.
"非対称情報下における動学的労働契約" Journal of Economic Theory, Vol. 50, pp. 175-192,
1990.
暗黙契約と評判，季刊理論経済学，Vol. 40, pp. 109-121, 1989.
日本の労働市場における暗黙契約，（井上徹氏と共著）Journal of the Japanese and
International Economies, Vol. 2, pp .181-198, 1988.
























"信用割り当てと暗黙契約理論,"（筒井義朗氏と共著）International Journal of Industrial
Organization, Vol. 4, pp. 419-438, 1986.
"日本の銀行貸出市場における暗黙契約,"（筒井義朗氏と共著）Journal of Financial and
































"コーポレート・ガバナンス変革と労働," （小林磨美氏と共著）Japan Labor Review, Vol. 2, pp.
58-80, 2004.
"銀行のモラルハザード下での最適資本注入スキーム,"The Japanese Economic Review, Vol.
56, pp. 223-247, 2005.








49 "証券化,内部モニタリング, 金融市場," in Ruud. A. I. van Frederikslust, James S. Ang and Sudi





































































"Risk-Free Bond Prices in Incomplete Markets with Recursive Utility Functions and Multiple
Beliefs", [with Chiaki Hara], International Journal of Economic Theory  2 (June 2006) 135-57.
"Agreeable Bets with Multiple Priors", [with Takashi Ui], Journal of Economic Theory  128
(May 2006), 299-305.
"Auctions with Options for Re-auction", [with Simon Grant, Flavio Menezes, Matthew Ryan],
the International Journal of Economic Theory  2 (March 2006) 17-39.
Coeditor, Journal of Mathematical Economics
Associate Editor, Theoretical Economics





“Welfare Gains and Losses in Sunspot Equilibria,” Japanese Economic Review  58, No.3, (2007),
329-344.
“The Epsilon-Gini-Contamination Multiple Priors Model admits a Linear- Mean- Standard-
Deviation Utility Representation,” [with Simon Grant], Economics Letters  95, no. 1, (2007), 39-
47.
"Cominimum Additive Operators", [with Hiroyuki Kojima and Takashi Ui], Journal of
Mathematical Economics  43, (February 2007), 218-230.
"Local Sunspot Equilibria Reconsidered", [with Julio Davila and Piero Gottardi], Economic























"Different Notions of Disappointment Aversion," [with Simon Grant and Ben Polak] Economics
Letters, 70, (February 2001), 203-208.
"On the Role of Options in Sunspot Equilibria,'' Econometrica 65, (1997), 977-986.
"Bargaining and Boldness," with Albert Burgos and Simon Grant. Games and Economic
Behavior 38, (January 2002) 28-51. There is an error. See above.
"Third down with a yard to go": recursive expected utility and the Dixit-Skeath conundrum,"
[with Simon Grant and Ben Polak], Economics Letters , 73,  (December 2001) pp. 275-286.
"Sunspots and the Sequential Regularity of Competitive Equilibria,'' Journal of Economic Theory
78, (January 1998), 187-194.
"The Robustness of Equilibria to Incomplete Information,'' with Stephen Morris, Econometrica
65，(1997), 1283-1309.
"Decomposable Choice under Uncertainty," with Simon Grant and Ben Polak. Journal of
Economic Theory , 92, (June 2000), 169-197.
"A note on the regularity of competitive equilibria and asset structures," [with Piero Gottardi]
Journal of Mathematical Economics (Volume 39, Issue 7,　September 2003) Pages 763-776.
"Corrigendum to “Bargaining and Boldness,"” (with Albert Burgos and Simon Grant) Games and
Economic Behavior 41, (October 2002) 165-168.
"Incomplete Information Games with Multiple Priors", Japanese Economic Review , (Vol. 56,
No. 3, September 2005) pages 332-351 [with Takashi Ui]
"Equivalence of the Dempster-Shafer rule and the maximum likelihood rule implies convexity,"
Economics Bulletin , Vol. 4, No. 10 pages 1-6. (September 2005) [with Takashi Ui]
"Payoff Continuity in Incomplete Information Games,'' with Stephen Morris, Journal of
Economic Theory 82, (September 1998), 267-276.
"Constrained Suboptimality in Incomplete Markets: A General Approach and Two Applications,''
with Alessandro Citanna and Antonio Villanacci. Economic Theory 11,  (May 1998), 495-522.
"Preference for Information and Dynamic Consistency," with Simon Grant and Ben Polak.
Theory and Decision . Volume 48, issue 3 (May 2000) pages 263-286.
"Temporal Resolution of Uncertainty and Recursive Non-Expected Utility Models," with Simon
Grant and Ben Polak. Econometrica,  68, (March 2000), 425-434.
"The Structure of Sunspot Equilibria: the Role of Multiplicity,'' with Piero Gottardi. Review of
Economic Studies, 66 (July 1999), 713-732.
"Intrinsic Preference for information," with Simon Grant and Ben Polak, Journal of Economic
Theory, (December 1998), 83, 233-259.
"AUSI Expected Utility; an Anticipated Utility Theory of Relative Disappointment Aversion,''

















4月6日　京都大・富山大合同コンファレンス　"A refinement of the Myerson Value"
10月21日　日本経済学会招待講演（大阪市立大学）　"Welfare gains and losses in sunspot
equilibria"
9月11日　University of Venice, Economic Theory workshop "Welfare distributions in sunspot
equilibria"
"Common p-Belief: the General Case,'' with Stephen Morris, Games and Economic Behavior 18,
(1997), 73-82.
"Many Good Choice Axioms: When can Many-Good Lotteries be Treated as Money Lotteries ?,''
with Simon Grant and Ben Polak, Journal of Economic Theory  56, (1992), 313-337.
"How to Discard Non-Satiation and Free Disposal with Paper Money.'' Journal of Mathematical
Economics  25, (1996), 75-84.
"A Cardinal Characterization of the Rubinstein-Safra-Thomson Axiomatic Bargaining Theory,''
with Simon Grant, Econometrica 63, (1995), 1241-1249.
7月1日　The third Asian Workshop in General Equilibrium Theory (GETA2006), "Interim









8月18日　 The 4th General Equilibrium Theory Workshop in Asia (GETA2007)　at National
University of Singapore 　"Welfare gains and losses in Sunspot equilibria"
"A Generalization of Scarf's Theorem: an alpha -Core Existence Theorem without Transitivity or
Completeness,'' Journal of Economic Theory  56, (1992), 194-205.
"Note on Equilibria Without Ordered Preferences in Topological Vector Spaces,''  Economics
Letters  27, (1988), 1-4.
"A General Equilibrium Model With Fuzzy Preferences,'' Fuzzy Sets and Systems  26, (1988),
131-133.
"Anonymity and Optimality of Competitive Equilibria When Markets are Incomplete,'' Journal
of Economic Theory  64, (1994), 115-129.
"On Incentive Compatibility and Constrained Optimality of Incomplete Market Equilibria,''
Hitotsubashi Journal of Economics  34, (1993), 123-135.
"Many Good Risks: An Interpretation of Multivariate Risk and Risk Aversion without the




6月13日  日本経済学会春季大会特別報告（青山学院大学） "Refinements and Higher Order
Beliefs: A Unified Survey "
9月11日  第４回 ディセントラライゼイションコンファレンス（立命館大学経済学部（草津キャン
パス））"Decomposable Choice under Uncertainty.
1998年
2001年
8月14日　World congress of the econometric society (シアトル）にて発表 "On the Range of






5月16日　Institute for Mathematical Sciences (IMS) at the National University of Singapore
(NUS) "Trade with Heterogeneous Multiple Priors"
5月24日　COE公開講座「戦略的思考の技術：ゲーム理論入門」（京都大学時計台ホール）
12月17，18日　2nd International conference on Economic Theory（京都にて開催)　"Trade
with Heterogeneous Multiple Priors"












































































年6月）の作成に活用されています。また、2000～2001年にかけて“The Ad Hoc Working Group 
















































































































































































































(Institute of Economic Research KYOTO UNIVERSITY Kyoto, Japan Reprint Series No.675)
木村拓也「格差を拡げる大学入試はどのように始まったのか？
——日本におけるオープンアドミッション・システムの淵源」














































































































































































プロジェクトの一環として、2007 年 10 月にシンポジウム「米国流測定文化の日本的受容
の問題」を企画・開催するとともに、同シンポジウムにおいて「適性テスト」「予測的妥当
性」「テストスタンダード」の日本への導入経緯を紹介し、歴史的に同じ失敗を繰り返さな
い入学者選抜制度のあり方についての議論を行った。また、2007 年 12 月には、大学入学
者選抜の研究発表『大学入学者選抜の制度策定に必要な Data とは何なのか？－46 答申に



















































































"The Role of Government (Industry Policy)" Chapter 16 in Made in Japan-Revitalizing
Japanese Manufacturing for Economic Growth- ,ed.by Japan Commission on Industrial
Performance headed by Hiroyuki Yoshikawa, April, The MIT Press, Cambridge, Massachusetts,
1997.
"Agenda for Industrial Policy in East Asian Countries" in collaboration with H. Ueda and











"Financial Restructuring of Enterprises" in Japan's Postwar Experience - Their Implications for
the Transformation of Central and East European Economies - , The Japan Institute of
International Affairs, March, 1995.
「三井三池炭鉱閉山後の炭鉱離職者の再就職状況に見る労働者の転職可能性」、『RIETI
Discussion Paper Series』 01-J-004、2001
"Industry-Academic and Inter-corporate Collaboration　in TAMA (Technology Advanced





関する実証分析に基づいて－」、 『RIETI　Discussion Paper Series』 05-J-026、2005
「入職経路の日米欧比較」、『RIETI　Discussion Paper Series』 04-J-036、2004（樋口美雄・阿部
正浩との共著）




"Industrial Policy" in Japan's Postwar Experience ? Their Implications for the Transformation



























「Industrial Cluster Policy in Japan –Focusing on the Case of TAMA」、Nordic Council of
Ministers、「北方地域クラスター開発政策作業グループ第２回会合」、平成18年6月7日、コペン
ハーゲン
「Japanese Cluster Policies - Focusing on TAMA (Technology Advanced Metropolitan Area) as
a Model Case -」、第９回競争力研究所年次国際大会「クラスター2006（Clusters 2006, the 9th
Annual Global Conference of The Competitiveness Institute)」, 平成18年10月9－13日、リヨン
「Industrial Cluster Policy in Japan - Its Concept, Origins, Development and Implications-」、
Centre for Japanese Research, The University of British Columbia "Workshop on Japanese




















「An Intermediary and Absorptive Capacity to Facilitate University-Industry Linkage - Based on

















































































































































































ズ情報開示の可能性～」RIETIコラム、2008 年 3 月 11 日 
・「技術革新の担い手となる中小企業とは～京滋地域クラスターの可能性～」『産学官連




07 年 10 月号』、2007 
・「地域クラスター東海モデル 大企業主導型のクラスタープロジェクト」『産学官連携
ャーナル 2007 年 9 月号』、2007  
・「製品開発型中小企業に注目/イノベーションの基盤に」フジサンケイビジネスアイ、2007
年 8 月 22 日 
・「地域振興/産業集積に期待」金融経済新聞、2007 年 8 月 13 日（寄稿ではなく記者発表
資料の報道） 
・「京滋地区の中小に連携余地/京大経済研調べ/産学と企業間/集積地の形成促す」日本経
済新聞、2007 年 3 月 15 日（寄稿ではなく記者発表資料の報道） 
・「『製品開発型』多い /京大先端政策研究センター調査/京滋の中小企業調査」京都新聞、
2007 年 3 月 15 日（寄稿ではなく記者発表資料の報道） 
・「京滋地域の製品開発型中小企業と産業クラスター形成状況」、『RIETI Research Digest 
2007, No.8』、2007 
・「『全国知的・産業クラスターフォーラム』報告―クラスター活動の成果をどうように
評価したらよいのか―」、『産学官連携ジャーナル 2007 年 1 月号』、2007 
・「第９回競争力研究所年次国際大会「クラスター2006」に参加して」、『産学官連携ジ
ャーナル 2006 年 12 月号』、2006 
・「イノベーティブな中小企業の台頭とクラスター政策－ＴＡＭＡ（技術先進首都圏地域）
の事例を中心として－」、『商工金融 第 55 号巻 9号』、2005、pp.15-21・ 
・｢労働移動研究より―入職経路の日米欧比較から我が国への示唆―｣、『経済産業ジャー
ナル 2005 年 5 月号』Research & Review、2005、樋口美雄・阿部正浩と共著 
・「ＴＡＭＡ、近畿、九州の比較に見る産業クラスター計画の課題―カギを握る大企業の
関与のあり方―」、『RIETI ウェブサイトのコラム欄 2004 年 5 月 11 日』、2004 
・「注目すべき首都圏西部の製品開発型中小企業（下）」、『財経詳報 No.2356 2004 年 2 月
25 日号』pp.16-19、2004 
・「注目すべき首都圏西部の製品開発型中小企業（上）」、『財経詳報 No.2355 2004 年 2 月
15 日号』pp.29-33、2004 
・「ＴＡＭＡ（技術先進首都圏地域）に見る日本経済の変化の胎動」、『RIETI ウェブサイト
のコラム欄 2003 年 10 月 8 日』、2003 
・「多摩地域とＴＡＭＡ（技術先進首都圏地域）―集積形成の沿革と産学連携地域モデル形




デル―」、『経済産業ジャーナル 2002 年 10 月号』Research & Review、2002 
 
【大学院以外の教育】 
・平成 19 年度前期、平成 20 年度前期 京都大学経済学部「地域産業政策」（大学院経済学
研究科、公共政策大学院と共通） 
・平成 18 年度後期 京都大学経済学部 COE 特別講座「先端経済分析と現代経済２：先端政
策の解説と施行の実際」（大学院経済学研究科と共通。他の CAPS 教員との共同講義。） 
 
【受け入れ研究員の就職先】 
・一橋大学経済研究所専任講師（平成 17 年度産学官連携研究員小倉義明） 
 （当研究所着任時点で就職はおおむね内定していた模様で、就職は本人の力によるもの。） 
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Paolo Mattana, Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, "A Homoclinic Bifurcation and Global
Indeterminacy of Equilibrium in a Two-Sector Endogenous Growth Model" , forthcoming in
International Journal of Economic Theory.
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Augsburg, Germany 2001 , (B. Aulbach, S. Elaydi, and G. Ladas, eds.), pp. 189-198, 2004.
 Michele Boldrin, Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka and Makoto Yano, "Chaotic Equilibrium
Dynamics in Endogenous Growth Models", Journal of Economic Theory  96, pp. 97-132, 2001.
Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka and Makoto Yano, "Interior Optimal Chaos with Arbitrarily
Low Discount Rates", The Japanese Economic Review  49, pp. 223-233, 1998.
Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, "Sunspots and Hopf Bifurcations in Continuous Time
Endogenous Growth Models", International Journal of Economic Theory 2, pp. 199-216, 2006.
Jess Benhabib, Kazuo Nishimura, and Tadashi Shigoka, "Bifurcation and Sunspots in the
Continuous Time Equilibrium Model with Capacity Utilization", forthcoming in International
Journal of Economic Theory.
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Tadashi Shigoka, "On the Nonstationary Sunspot Equilibria Generated by an Unbounded Growth
Model", presented at the Technical Symposium on "Recent Developments in Growth Economics"
at the Center for Japan-U.S. Business and Economic Studies, New York, in April 13 1995.
Kazuo Nishimura, Tadashi Shigoka, Makoto Yano, and Keiichiro Iwai, "Topological Optimal
Chaos", 京都大学数理解析研究所講究録 987, pp. 84-106, April 1997
Tadashi Shigoka, "A Note on Woodford’s Conjecture: Constructing Stationary Sunspot
Equilibria in a Continuous Time Model" , presented at International Conference on Endogenous
Growth and Nonlinear Economic Dynamics, held at Meiji Gakuin University, Tokyo, Japan in
November 1993.
Tadashi Shigoka (with Kazuo Nishimura and Makoto Yano), "Endogenous Growth Models with
International Trade and Chaos with Large Degrees of Freedom", presented at the International
Conference on Difference Equations and Applications, held at Kyoto University, Kyoto in July
2006.
Tadashi Shigoka (with Jess Benhabib and Kazuo Nishimura), "Bifurcation and Sunspots in the
Continuous Time Equilibrium Model with Capacity Utilization", presented at the 3rd
International Conference on Economic Theory
“Social Welfare, Market Equilibrium and Stability” held at Miyako Hotel Tokyo, Tokyo in
March 2006.
Tadashi Shigoka (with Kenji Miyazaki and Mitsuru Nakagawa), "An Endogenous Growth Model
and Nonstationary Sunspot Equilibria with Cointegration", presented at International Conference:
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ゴリズムの効率性と重要な関係があります。特に最近は、monotone Markov process の理論
を用いて、経済モデルの定常均衡の存在、一意性、安定性の分析を行っています。 
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・応用数理 vol.17 (1) (2007)に寄稿 
「動的ポートフォリオ最適化に纏わる問題」 
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 単位根検定においては、通常は Dickey-Fuller タイプの検定が標準的であるが、逐次的
にデータが得られるような状況では、逐次解析による検定が可能である。そこで、AR パラ
メータの推定量のみでなく、停止時間を用いることによって検出力の高い検定を提案する。 
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平成 18 年度後期 
経済学部生向け：COE 特別講座「先端経済分析と現代経済２：先端政策の解説と施行の実
際」（なお、経済学研究科も対象。他の CAPS 教員との共同講義。） 
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経済学部生向け：「国土交通政策」（なお、経済学研究科、公共政策大学院も対象。） 
 
平成 19 年度後期 
経済学部生向け：「災害、事故時の事業継続計画論」 
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Sciences, Hungary





    - 1999年12月
Visiting Researcher, Faculty of Economics, The Moscow State University,
Russia
2001年3月
   - 2001年5月
Visiting Researcher, The Institute of Economics, Russian Academy of
Science, The Social-Economic Institute of Population Problems, Academy
of Sciences, Moscow, Russia （文部科学省新規技術開発海外動向調査研
究員）
2005年3月
   - 2005年5月
Invited Professor, University Paris 7, France. （京都大学学術協定）

































4  『ロシア経済』（小野堅, 岡本武, 溝端佐登史編）世界思想社, 1998年 5月。
“The Journal of Comparative Economic Studies” (Managing editor)
ロシア･東欧学会『ロシア･東欧研究』（委員長）
『ロシア経済・経営システム研究-ソ連邦・ロシア企業・産業分析』法律文化社,1996年2月。
 『経済システムの転換-20世紀社会主義の実験』（木原正雄, 溝端佐登史, 大西広編）世界思
想社, 1993年 7月。
 『再生に転じるロシア』（田中雄三, 溝端佐登史, 大西広編）つむぎ出版, 1993年11月。









British Association for Slavonic and East European Studies（BASEES: 英国スラブ・東欧学会）
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17  “Bank sector restructuring” David Lane ed., Russian Banking: Evolution, Problems and
Prospects, Edward Elgar, 2002.




eds., “Modernization　of　Economy　and　Management　Reforming”, Moscow, 1996.





 “Lecciones de la transformacion rusa en la era El'tsin” Jose M. March y Antonio Sanchez eds.,
La Transicion Economica: Resultados y Perspectivas, Univerrsitat de Valencia, junio 2001. （ス
ペイン語「エリツィン時代の体制転換の教訓」『経済転換』バレンシア大学）








 「ロシアにおける民営化」田中雄三編『脱社会主義経済の現状』リベルタ出版, 1994年 3月。
 「モスクワ－経済改革の指令塔」ほか大崎平八郎編『体制転換のロシア』新評論, 1995年 5
月。
"Melting Boundaries: Institutional Transformation in the Wider Europe " (八木紀一郎, 溝端佐
登史編) 京都大学出版会, 2008年3月。
"Varieties of Capitalism and Transformation" (溝端佐登史編) 文理閣, 京都大学21世紀COE
プログラム, 2008年3月。





 「さまよえる現代社会主義を考える」林堅太郎, 大西広, 佐中忠司編『新編・現代の経済社会』
昭和堂, 1991年 3月。
 『情報総覧現代のロシア』（編集委員, 「民営化」項目を担当）大空社, 1998年5月。
 『ロシアのエリート-国家社会主義から資本主義へ』（David Lane and Cameron Ross, The




























会）第 7号, 1986年 9月。

















究会）第 5号, 1985年 9月。




Transforming Russian Society and Enterprises, The Perspective of Contemporary Corporations
and Society: Divergent Markets and Society, The Japan Association for Comparative Studies of
Management ed., Business and Society: New Perspective for Comparative Studies of
Management, Bunrikaku, Kyoto, April 2007.
「体制転換と国家社会主義の遺産」、「国家社会主義の経済的基盤と経済主体」デービッド・
レーン著『国家社会主義の興亡』明石書店, 2007年7月。
"The Consequences of the Transformation on the Third World", The Transformation of State
Socialism: System Change, Capitalism or Something Else?, Edited by David Lane, Palgrave-
Macmillan, 2007.
"Diverging and Harmonizing of Corporate Governance in Russia", State and Society in Post-
Socialist Economies, Edited by John Pickles, Palgrave-Macmillan, 2008.
 「戦後ソ連の工業化と企業組織―工作機械工業部門を中心にして―」『経済論叢』（京都大学
経済学会）第 132巻第 1･2号, 1983年 7-8月。
 Полицейская деятельность и институциональные проблемы в Японии: сравнение Японии
и России, Институт Социальноэкономических проблем народнаселения РАН, Экономичес












































第 4号, 1994年 7月。
 「ロシアの労働市場と失業問題―市場経済化に伴う失業形成のメカニズムについて―」京都
大学経済研究所和文ディスカッションペーパー, KIER9402, 1994年 9月。
 「ソ連・東欧経済における市場経済化」『世界経済評論』（世界経済研究協会）Vol.




究会）No. 722, 1992年 7月。
 「旧ソ連における民営化―ロシア連邦の民営化政策を中心に―」『社会主義経営学会年報』
（社会主義経営学会）第17号, 1992年11月。
 Privatization in Socialistic Enterprises: Privatization and Economic institutions in the Former
Soviet Union, Kyoto University, Kyoto Institute of Economic Research, Discussion Paper, No.
363, November 1992.



















































 ｢ロシア金融危機と経済政策の動向｣『経済科学通信』第89号, 14-51, 1999年 3月。
 ｢ロシアにおける産業政策と資本再編」『比較経済体制学会会報』(比較経済体制学会)第36
号, 14-24, 1999年 3月。
 Russia’s Financial Crisis and Banking Sector Reorganization, Kyoto University, Kyoto Institute
of Economic Research, Discussion Paper, No. 494, 1-38, March 1999.
 ｢EU拡大とロシアにおけるグローバリゼーション｣『比較経済体制研究』(比較経済体制研究会)
第6号, 38-58, 1999年5月。
 Financial Relations in the Russian Financial-industrial Groups: A Comparison of Russia and










 Japanese Association’s Conferences on Russian and East European Studies and Comparative
Economics, Newsletter of EACES (European Association for Comparative Economic Studies)
No. 16, 7-9, December 1998.
 Transforming　Enterprises　in　Russia:　Inertia　and Changes　in　Governance
Structure, 　Behaviour　and　Motivation　of　Economic Agents, Kyoto University, Kyoto
Institute of Economic Research, Discussion Paper, No. 444, September 1996.
 「ロシア移行過程研究に関する一考察」『ロシア・ユーラシア経済調査資料』1997年
3月号, Vol. 778, 1997年3月。
 「ロシアにおける社会・経済構造の変化と経済政策の選択」『ロシア・東欧学会年報』（ロシア・
東欧学会）1996年版第25号, 31-47, 1997年 4月。
 「移行経済ロシアにおける経済エリートの再編」『経済』第21号, 95-109, 1997年6月。
 「ロシアの市場移行と工業の変化」『歴史と地理』山川出版社, No. 509, 10-15, 1998
年1月。





 Formation of Financial capital in Russia: The Reality of Financial-industrial Groups and
Comparison with the Japanese Model, Kyoto University, Kyoto Institute of Economic Research,




経済研究所和文ディスカッションペーパー, KIER9602, 1996年 4月。
 「イギリスにおけるロシア・東欧経済研究」「1996年英国スラブ東欧学会」『比較経済体制研究』
（比較経済体制研究会）第 3号, 1996年 5月。
 「ソ連社会主義の崩壊と体制転換―体制転換に伴う新しい国家の形成」『世界経済評


























 Развитие и стабильность в северо-восточной азии, Свободная мысль-XXI, №12, стр.29-





 “Economic Transformation in Estonia: Impact on the Transformation of the Russian Minority
Problem“, Kyoto University, Kyoto Institute of Economic Research, Discussion Paper,  No.
 「ロシアの市場移行における国家の失敗」『関西大学商学論集』第47巻, 第2・3号, 2002年8
月。
 “Lessons from Economic Transformation: Economic Actors and their Behaviour in Russia”,









 “Lessons from the Russian Transformation in the Yeltsin era”, Kyoto University, Kyoto
Institute of Economic Research, Discussion Paper, No. 523, 1-23, March 2001.
 “Financial Moral Hazard and Restructuring in Russia after the Financial Crisis” Kyoto











 「脱社会主義諸国における体制転換の段階・ベクトル・型」（A. I. Buzgalin著, 翻訳・解説）『比
較経済体制研究』(比較経済体制研究会）第7号, 6-18, 2000年5月。
 「体制転換期における企業経営の変化-ロシアにおける企業調査にもとづいて」京都






























Transforming Russian Society and Enterprises, The Japan Association for Comparative Studies
of Management ed., Business and Society: New Perspective for Comparative Studies of
Management, Bunrikaku, Kyoto, April 2007. (in English)
The Perspective of Contemporary Corporations and Society: Divergent Markets and Society
The Japan Association for Comparative Studies of Management ed., Business and Society: New




スカッションペーパー, No. 0705, 2007年7月。
Softness and hardness of the institutions in Russian Local Self-government, In Adrian Campbell,
Satoshi Mizobata, Kazuho Yokogawa, Elena Denezhkina, “Institutional Transition and Local
Self-Government in Russia”, Discussion Paper KIER, Kyoto Institute of Economic Research,









 “The Impact of EU Integration on Corporate Governance reforms in Russia”, Kyoto University
(The 21st Century COE Program), The Wider Europe: Institutions and Transformation,







 「ロシアにおける経済格差」ロシア・東欧学会編 『ロシア・東欧研究』第32号, 3-18, 2004年9
月。
 「ロシア企業のコーポレート・ガバナンス改革と社会的責任論」大阪府立大学『経済研究』第50
巻,  第1号, 49-68, 2004年12月。
 「ロシアの市場経済移行とBRICs」『外務省BRICs研究会報告書』, 1-21, 2005年3月。
 “Diverging and Normalizing of Corporate Governance in Russia”, Kyoto University, Kyoto
Institute of Economic Research, Discussion Paper, No. 603, March 2005. (in English)
 “Diverging and Normalizing of Corporate Governance in Russia”, Document de travail 05-2,
CEMI (EHESS), Mai 2005, France. (in English)
 “Evolution of Russian Corporate Governance”, The Journal of Comparative Economic Studies,










































 書評Niels Erik Rosenfeldt; Bent Jensen; & Erik Kulavig (eds.), Mechanisms of Power in the
Soviet Union, Basingstoke, Hampshire: Macmillan & New York: St. Martin's Press, Europe-












 「チェチェン紛争とロシアの世論」『経済科学通信』第92号, 7-9, 2000年 4月。
 書評｢体制転換の経済学」『行財政研究』第25号, 61-62, 1995年7月。
 書評｢ユーゴ自主管理社会主義の研究―1974年憲法体制の動態｣小山洋司著『比較経済体
制研究』(比較経済体制研究会)第 4号, 1997年 6月。
 Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(2001
年版),　Vol. 22, March 2002.
 Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(2002
年版),　Vol. 23, March 2003.
 Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(2003
年版),　Vol. 24, March 2004.
 Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(2004
年版),　Vol. 25, March 2005.
 Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(2005
年版),　Vol. 26, March 2006.
Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(2006
年版),　Vol. 27, March 2007.
 Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(1996
年版),　Vol. 17, March 1997.
 Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(1997
年版),　Vol. 18, March 1998.
 Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(1998
年版),　Vol. 19, March 1999.
 Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(1999
年版),　Vol. 20, March 2000.
 Chronicle in Transition Economics, Japanese　Slavic　and　East　European　Studies(2000































 “Privatization in Socialist Enterprises: Privatization and Economic Institutes in the Former
Soviet Union” The　1st　International　Federation　of　Scholarly　Association　of







可能性」ユーラシア研究所全国シンポジウム, 立命館大学, 1994年 1月。
 「ロシア体制転換の現局面-ロシア経済現地調査結果を通して」社会主義経営学会西日本部
会, 関西大学, 1994年11月。
 「ソ連における合弁企業」国際経済学会中部支部定例研究会, 名古屋市立大学, 1990年6
月。
 “Opening the Economy under Perestroika: Joint Ventures in the Soviet Union”, Gifu College of
Economics, Ogaki, 11 August 1990.
 「ソ連における民営化・脱国家化」龍谷大学社会科学研究所, 1991年 9月。
 「ソ連・東欧経済における市場経済化」国際経済研究会, 日本福祉大学, 1991年10月。
 「ロシア連邦の経済改革の行方-カオスの行方」関西ソビエト研究会, 立命館大学, 1992年 2
月。
 「旧ソ連における民営化-ロシア連邦の民営化政策を中心に」社会主義経営学会第17回全国










第15回全国大会報告, 東北大学, 1990年 3月
 「ソ連における所有形態・企業形態の改革-株式化を通して-」社会主義経済学会第30回全国




の形成に果す役割－『SPFニューズレター』2007FY, Vol. 1, No. 72, June 2007.
An international conference in the Russian Far East: Fostering a shared sense of identity in the


























 “Market Transition in Eastern Europe 10 Years on”, VALDESフォーラム, 東京工業大学, 1999
年6月。
 ｢市場移行とグローバリゼーション｣比較経済体制学会, 討論者, 横浜国立大学, 1999年6月。
 ｢EU拡大とロシアにおけるグローバリゼーション｣比較経済体制研究会第17回年次大会共通
論題報告, 関西大学, 1998年 9月。
 ｢ロシアの体制移行とその外的環境｣ロシア･東欧学会第27回全国大会共通論題討論者, 慶
応義塾大学, 1998年9月。
 ｢ロシアの金融危機と経済政策の動向｣比較経済体制研究会, 関西大学, 1998年 12月。
 ｢ロシアの市場移行はまぼろしか？－金融危機と政策転換･金融再編｣新世界経済研究会, 立
命館大学, 1999年3月。
 ｢ロシア金融危機と非通貨取引経済｣ユーラシア研究所, 日ソ会館（東京）, 1999年4月。
 ｢東欧革命10年とグローバリゼーション｣比較経済体制研究会・現代社会主義研究会(立命館
大学), 立命館大学, 1999年4月。
 “What Kind of Capitalism in Transition Economies?”比較経済体制研究会第16回年次大会
共通論題報告, 関西大学, 1997年 9月。




”Financial Relations in Financial-Industrial Groups: A Comparison of Russia and Japan”,
Annual Conference of British Association for Slavonic and East European Studies, Fitzwilliam
College, The university of Cambridge, U.K., April 1998.
 ｢移行経済の変容とロシア資本市場研究｣比較経済体制研究会, 立命館大学, 1998年 5月。
 ｢ロシアにおける産業政策と資本再編｣比較経済体制学会第38回全国大会共通論題報告, 北
陸大学, 1998年6月。
 “Formation of Financial Capital in Russia”,　Conference　of　International　Federation　of





 “Marketisation and Capital Formation in Russia”, paper presented in the Russian Economy
Conference by Kyodotsusin, February 1997.
 ｢ロシアの市場移行と移行研究の現状」比較経済体制研究会, 立命館大学, 1997年 5月。
 ｢システム転換における国際関係｣比較経済体制学会第37回全国大会共通論題討論者, 旭
川大学, 1997年6月。
 “Formation of Financial Capital in Russia: The Reality of Financial-industrial Groups and
Comparison with the Japanese Model”, Seminar　on　FINANCIAL-INDUSTRIAL　GROUPS
of　Centre　for　Russian　and　East　European　Studies(CREES),　The　University　of
Birmingham, 29 November 1995.
 “System Change in Hungary: Report of the Fieldwork in April 14-29” CREES, The University
of Birmingham, 7 May 1996.
 “Characteristics of Capitalism in Russia: Power Analysis of Decision-making in the
Enterprise”,　Annual　Conference　of　CREES,　The　University　of　Birmingham,
Cumberland Lodge, 21-23 June 1996.



























 “Economic Transformation in Estonia: Impact on the Transformation of the Russian Minority
Problem”, The International Conference “Comprehensive research on the history and the present
situation of the Russian residents in Estonia and Latvia”, The University of Tartu, Estonia, 12
September 2002.
 “Globalisation in Russia and the Japan-Russia Economic Relation”, Globalization Forum




 「ロシア企業研究と体制転換論の動向」東京大学社会科学研究所研究会, 東京大学, 2001年
12月11日。
 「ロシア・東欧の体制転換の行方」京都大学経済研究所講演会, 京都・国際交流会館, 2002
年2月13日。
 “Lessons from Economic Transformation: Economic Actors and their Behaviour in Russia”,
The International Conference “Evolution/Transition” Evolutionary Perspectives on Transition
Economies, Kyoto University, Kyoto and Osaka, 27-30 March 2002.
 「ロシア型企業システムの持続可能性」比較経営学会第27回大会統一論題報告, 法政大学,
2002年5月24-25日。
 “Financial Moral Hazard and Restructuring in Russia after the Financial Crisis”, Cambridge
International Conference 2001, The University of Cambridge, 2001年4月。
 “Comparative Analysis of Russian and Japanese Financial Sector”, New Economic School,
Moscow, Russia, 2001年4月。
 “Comparison of Enterprises' Groups between Russia and Japan”, Institute of Economy,
Moscow, Russia, 2001年4月。
 モスクワ大学経済学部国際会議“Lessons from the Russian Transformation and the Transition
Research in Japan”, The Moscow State University, Russia, 2001年4月。









 「国家社会主義・体制転換とエリート」比較経済体制研究会, 立命館大学, 2000年6月24日。
 「ロシアにおける金融危機とグローバリゼーション」比較経済体制研究会第19回年次大会共
通論題報告, 岐阜大学, 2000年8月9-10日。




 International Academic Conference “The World Crisis of Capitalism and the Post-Soviet
States”, 主催：科学アカデミー, 「民主主義・社会主義研究者連合」, 雑誌“Alternativ”,モスクワ
大学（Russia）, 1999年10月30日-11月 1日。
 モスクワ大学経済学部政治経済学講座国際理論セミナー「21世紀へのロシアにおける社会
経済システム」, モスクワ大学（Russia）, 1999年11月 2-3日。

























91  “Diverging and Normalizing of Corporate Governance in Russia”, Séminaire du CEMI






 「市場経済への移行:The Russian Way」外務省BRICs研究会, 外務省, 2004年12月3日。
 「市場経済化と民主主義」名古屋大学法整備支援研究会, 名古屋大学, 2005年1月22日。
 「ロシアを巡る経済連携」日露共同シンポジウム, コメント, 内閣府・日本総合研究所，三田共
用会議所, 2005年3月30日。
 “Russian-Speaking Minorities in the Baltic Countries, A Survey on Economic Transformation
in Estonia: Impact on the Transformation of the Russian Minority Problem”, 2004 Winter
International Symposium, “Emerging Meso-Areas in the Former Socialist Countries: Histories








 “Contemporary Theoretical Lessons of Transition Economics”, International symposium










 “Russian Economic Developments 2003: Civilian and Military Dimensions” Discussant,
Conference of the American Association for the Advancement of Slavic Studies, Toronto,
Canada, November 23, 2003.
 「ロシア・中央アジアの市場経済化と経済回復」財務省・財務総合政策研究所, 財務省, 2003
年12月17日。
 「ロシアにおける制度改革の行方」京都大学21世紀COEワークショップ・比較経済体制研究





 「プーチン政権と日ロ関係」日ロ会議, モスクワ国立国際関係大学（Russia）, 2003年4月10-11
日。
























“Transformation and the Regional Economy”, The International Seminar on “Regional Changes
in the Transitional Economy, Russia”, Kyoto University, Institute of Economic Research, The
21st Century COE programme, Kyoto University, 23-24 February 2007.
 “Comments on Concluding Remarks”, The Sasakawa Pan Asia Fund, The Far East Branch of
Economic Institute, Russian Academy of Sciences, Khabarovsk, Russia, 21 September 2006.（ア
ジア太平洋地域におけるロシア極東地方国際会議）
 “Rethinking Economic Integration in North-East Asia for Russia”, Khabarovsk State
Economics and Law Academy, Russia, 22 September 2006.
 “Dual Aspects of the Russian Corporate Reforms”, Kyoto University, Institute of Economic
Research, The 21st Century COE seminar, Kyoto University, 4 November 2006.
“Japanese Research on Transition Economies and Russia”, Higher School of Economics,
Moscow Russia, 28 November 2006.
 「中東欧地域の現状と今後」中東欧中小企業振興セミナー公開セミナー, Pia NPO, 2006年12
月5日。
「ロシア経済はバブルか？」比較経済体制研究会, 京都大学, 2006年12月25日。
 “Enlargement, Europeanization and Transition: A Comment to Enlarged EU: Current Issues”,
International Workshop “Enlarged EU: Current Issues”, Kyoto University Graduate School of




 “Transition at the micro-economic level: Comparative Analysis of Corporate Institutions in
Russia and China, The International Seminar on “Transition at the micro-economic level:
Comparative Analysis of Corporate Institutions in Russia and in China”, Kyoto University,




 “Corporate governance in Russia”, 2nd International Conference on  Business, Management
and Economics, Yasar University,Cesme,Izmir,Turkey,17 June 2006.
 “The Consequences of the Transformation on the Third World”, The Transformation of State
Socialism, international conference in CRASSH the Univ. of Cambridge, UK, 8-9 September
2006.




 “Diverging and Harmonizing of Corporate Governance in Russia”, VII ICCEES World
Congress, Berlin, Humboldt University, 25-30 July 2005.
 “Rethinking Economic Integration in North-East Asia”, The Sasakawa Pan Asia Fund, The Far
East Branch of Economic Institute, Russian Academy of Sciences, Khabarovsk, Russia, 25-26
August 2005. （アジア太平洋地域におけるロシア極東地方国際会議）
 “The Impact of EU Integration on Corporate Reforms in Russia”, The International Conference
“The Wider Europe: Institutions and Transformation”, Kyoto University Institute of Economic
Research and Graduate School of Economics, The 21st Century COE programme, Kyoto













"Europeanization in Estonia and the Russian Economic Transformation", 経済研究所研究会
「EU拡大後のエストニア・ラトヴィアにおける国家統合と複合民族社会形成に関する研究2007
年度第1回研究会」, 京都大学, 2007年7月29日。
エストニアの体制転換とEU・ロシア関係, EUIJ関西, 神戸, 2007年9月14日。
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2004年 前期 体制転換の経済学 
 
経済学部 
2003 年 前期・後期 計画経済論 A、計画経済論 B 
2005 年 後期 市場経済移行論 
2006 年 後期 比較経済システム論 
2007 年 後期 市場経済移行論 
 
学部ゼミ 
2002 年 EU の東方拡大と経済システムの多様性 
2003 年 グローバリゼーションと市場経済移行 
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【指導学生・研究員の就職先】 
三菱総研、Ernst & Young、NTT 西日本、一橋大学、岐阜大学、関西大学等 
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Number, size, and spatial coordination of industrial agglomerations, Euroconference on
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Skills, Agglomeration and Segmentation, European Economic Review 49, 201-225, 2005 (with
A. Turrini).
Spatial distribution of economic activities in Japan and China, in J. V. Henderson and J. F. Thisse
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法と経済学ー市場の質と日本経済ー、平成１９年、東京大学出版会
Member of Editorial Board, Annals of Mathematical Economics, 1998-
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2 The International Economy,　編集長
著書
単著 1  『現代の国際貿易－ミクロデータ分析－』岩波書店　2007年
論文 1 “Intra-firm Technology Transfer and R&D in Foreign Affiliates: Substitute or Complements?
Evidence from Japanese Multinational Firms,” (with Rene Belderbos and Banri Ito), Journal of
Japanese and International Economies , in press.
2 “The Effects of Stronger Intellectual Property Rights on Technology Transfer: Evidence from
Japanese Firm-level Data,” (with Banri Ito), Journal of Technology Transfer, in press.
3 “What Factors Determine the Mode of Overseas R&D by Multinationals? Empirical Evidence,”
(with Banri Ito), Research Policy, 36(8), 1275-1287, 2007
4 ”Vertical Intra-industry Trade and Economic Integration in East Asia,” Asian Economic
Papers, Vol. 6, No.1, 26-39, 2007
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2  「イノベーションの実現と制度的諸課題」『三田評論』No. 1102, 2007年6月
学会報告 1 “Offrshoring and Trade in East Asia: Statistical Evidences,” (with Banri Ito and Eiichi
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2 “Dissecting Offshore Outsourcing and R&D: A Survey of Japanese Manufacturing Firms,”






























かにした。上記の研究成果は、国際的に定評のある専門学術誌Journal of Japanese and 
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